
第9章

小麦 ・ 豆類 ・ ばれいしょ ・ てんさい
一ー北海道帯広市における大規模畑作

9.1 はじめに

9. 1. 1 目的

日本の耕地面積のおよそ4 分の1 を占める北海道では，）、111作， 餡蔑， 水稲作

の各部門において， 広い農地を活かした土地利用型の）農業が展開する． 北洵道

農政部(2007b)によると， 2005年の北而道における農業生産額は1 兆6 63 億

円に逹し， 全国の13% を占めた また， 北 ‘t1恥道て生産される農産物の食料工
ネルキ ーは， 日本の全食料供給菫の約20% に達する． 北悔道は， 日本におけ
る食料の安定供給に重要な役割を果たしている． さらに， 食料供給ばかりでな

く， 国土保全機能， アメニティ機能， 教育文化機能など， 北面道の農業が有す

る多面的機能は， その農業生産頷を上回るとも推測されている（北海道間発局
開発監理部開発調査課，2005).

本章では， 北而道のなかでも特に大規模な畑作農業が行われている十勝地方

を対象とする ！） 十勝地方の畑作を対象とした従来の研究では， 農業経営を分

析したものか多く蓄積されてきた． その一 端を概観すると，まず，加瀬(1989)
めむらt, Iう し11ろちtう

は， 大型機械と出荷施設の組織的運営に注目することから， 芽室町と士幌町の
小麦栽培の特徴を考察した． この地方の小麦は， 豆類といも類のクリ ーニング

クロップとして導入されたが， その面積は1 980年代に増加した その要因は，

価格支持制度に支えられた高い収益性と， 共同収穫·乾燥による省力化にある
ことが指摘された

作物の面積と機械費の低減率から耕地規模の限界を分析した平石(2003 b)
は， 家族労働力を主とする農業経営では， 複数作物の耕作限界は約SO haであ
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ること， それ以上の由栢では小友の比字が増加する ことを指摘しにご） ー また，

畑什物の輪作体系の経済叶を本別llljの市例から考察した定本・軍）lこ(I 99 1)に

よると， 199 0年時内、0) [I立農業経営を 年［阻所得1,000万円以1 一
ーとした場合，そ

れか述成さ礼る耕地面積のド限は 30haである こと，それ以」0)仰禎となって

はしめて，てんさい，ばれいしょ，

可能になることか解明された．

小友なとを組み合わせた輪竹体系が

このように， 従来の研究では，経済予・舒営学的な分析から人規模灯II作農業

の牡徴とii月起点が指摘さ九てきたか，今日，地域の農菜がいかに糾打されてき

たかというテ ー マについて，給合的な観息から解明する必要化［か高まってい

る．本章では， I JI券地力のなかでも幣広小を 」｛例として，大規模な）：Ill作農業の

疱地が糾持さ九てきた裳囚を ，農業池J見学的な恨，点から解明する ことを l=i的と

する． 具体的には，農業の発展過利，土地詞）］］と栽培技術などの今日の農業を

支える基盤，および産地の主体である股家の動向に注1士Iする｝）

9 1 2 研究対象地域の概観
十勝地方は，太平洋岸を 除いて大陸性気候にあり，夏季は比校的暖かく，冬

季の寒さは厳しい 1) _作物の生育期(5 ~ 9月）における積算気温は 2,44 2 ℃,

降水量は539.5mm, 日照時間は862時間である 年間降水墓は， 北渾道では

網走支庁に次いて少ないが，その半分は竹物の生育期間となる夏季の降両であ

る．山地と海岸に近い地域ほと 日昭時間か短くなるため，北部と西部の山麓部

および南部の沿岸部において酪農の割合か高くなり， それ以外の平野部ては耕

種農業の割合が高くなる ．
さつな：、 おとふ： i し力＼＇）、くつ

十勝平野の中央を 流れる十勝川を はじめ， その支流の札内，音更，然別の沿
岸には河岸段丘が発達してし＼る．十勝平野の土壌の約6 0 %が，乾化l：型クロボ

ク上や多湿クロボク士などの火11」灰上である5) .罰者は，乾燥地に火山灰が雌

積した土壌であり，腐食含有量が少なく各稲養分が欠乏している．後者は，湿

地に火山灰が堆積した土壌て，腐食含有量は多いが排水不艮地となる ．

広由は，十膀支庁のほぼ中央に位置する（第44区I).200s年の人口は

17万 3千に逹し，十謄地方の48.2% を占めた ． 国の諸機関や空港も立地して

ねり，十）j券地方の行政・経済の中心となっている． 市街地と人口集中地区は，

豆類 ．

梢
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惜広1姐都市計画図，祝地調査

市域の北東端に位附する． こ こは十勝川と札内）1|の合流地点であり，恨室本線

と['.Kl道38号線が通る交通の要所でもある．

幣広市は，1 957（昭和32)年に川西村・大正村と合併し，人口 9万3千となっ
た 人口は 19 6 0年代に13)] まで急増したか，それ以後は順増傾向となった．
2000年における産業別就業 人口の割合は，第 一 次産業か4 l%, 第二次産業が
22.3%, 第三次産業が71.3％である 第 一 次産業の値は，全国平均と比較して

0. 9%，北洵道平均と比較して3.9%低いが，その1杖訳は，

であり，総面積に占める耕地の割合は，北悔道平均の2倍以上に達することに

食品部門の出荷額が全製造品出荷額の約6 0%

主に大規模畑作農業

特徴がある． 第二次産業でも，
を占めている(2006年） ．

現地調査は，札内川の左岸に位置する川匝地区で実施した叫同地区は，市

街地の南西部から日高山脈にかけて広かり，市域のなかても大規模な畑作が盛
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んな地域である しに放始されている作物は， 小麦， てんさい， はれいしよ，

豆頻としヽう卜勝地）」の畑作4品日である． 近什ではながし ＼もや末成熟とうもろ

こしなどの瑚J也野菜も増）J|］している． 同地IKには， 開拓間に南西方向にリIかれ

た），し線道路と， それらに直行する 300間(54 5m)間隔の道路によって区切ら

れた格子状の土地割りがあり， 大規模｝、、Ill作の晶盤となってし ‘る71 · ・在の）1|西

地区の；拠地は， 椋高約90 -250 Illの範阻に分布する． また， 1国地区には， 小

麦専）廿のエレベ ー タ ー（骰物倉I庫） が10基汀地する

9 1. 3 研究対象地域のエネルギ ー 効率

第4 5図は，帯広市における作物の栽培面禎と，地域的な作物Iti争のエネルキ ー

効率の変化を示したものである砂 常広市の地域的な投入·性出エ ネルギ ー比

は，1960年代から1995年代にかけて2. 4-3. 9の範囲で変化し，そのエネルキ ー

効率は高位効率のままで椎移してきた． 栽培作物は大きく変化してきたか， 高
位効率と中位効率作物が卓越する ことから， 高いエネルギ ー 効率の作物生弘が

長期間維持されてきた．
栽培面積の変化を見ると，1980 年までは豆類が最も広い面積を占めていた．

特に1960年代には， 豆類の栽培面積は1万haを超え， すへての作物の7 0 ~ 

80 %に達していた また， 196 0年には， 大麦が 58 I ha, 水稲が 368ha栽培さ

れており， いずれも小麦よりも広い面積であった 1970年代に入ると， 工芸

作物（てんさい）の面積が増加する．修正ウィー バー法による作物結合タイプは，

19 60年代までは豆類の単作であったのか， 1970年代は豆類と工芸作物で代表

されるようになった さらに，198 0年代に入ると，小麦といも類（ばれいしょ）

の面積が増加する 修正ウィ ー ハー法による作物結合タイプもまた， 1980．

以降は麦煩・いも類・豆類・ エ芸作物で代表されるようになり， この時期に畑
作4品目の産地か形成されたといえる．

1990年代以降は， 小麦と露池野菜の面積が増加する 一方で， 豆類の面積が

減少する．特に小麦は， 2000 年に 6, 000haを超えたが， これは1980 年の 2倍

以上の値である 全作物の栽培面積もまた， 2000 年に17 75 8千haと最高値

を記録した．霰地野菜の面積が最も増加したのは， 199 5年の1,477 haである ，

その内訳は， 未成熟とうもろ こしが 667ha, その他の野菜類（主にながいも）

ぶ

年
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が4 3 l haであった ＇｝ ） し かし，2000 年 には， ）他 設の if且 積 か 18h a まで増 加した

こ と により， エ ネルギ ー 効半は 中 位 効 率 に 低 下している

9 . 2  帯広市 に お け る 畑作農業の展開

9 .  2 .  1 開 拓 か ら 豆景 気 ま で

十勝地 方の本格的 な 間 拓は， 静岡 県質 茂郡の依 Ill 勉 三 を 中 心 と す る 晩成社

か 間 拓 団 を 糾織 し て 帯 広 に 入 1直 し た こ と に よ り 始 ま っ た 叫 晩成社の依 Ill
勉 二と 鈴 木 銃太郎は，1883（町 （合1 6 ) 年に札 内 川 と 州 ）よ）I Iが 合流 ずる地域の

間 柘を 叶 画 し，札 幌 県 庁に 100 ガ 坪 （約 330 ha)の I-j i1 拓を 出願し， その 2 年 後

に 1 3 万 坪 （約4 3 ha)の開 拓 が 許 可された（ 州広市 史 編 慕 委 員 会 ， 2003)， 面積

か 削 減されたのは， 十勝地方の厳しい 自 然と遠 闊地とい う 条 VI に よ っ て， 計 面

の逹成は 困 難であ る と判 断されたた めである． その後， 晩成宅I一．は 1 932（ 昭 和

7)年に解 散するまでの約 5 0年間に耕地 685 haと牧場1 , 580haを 開 拓したり，

食品 加 工 工場 を 創業 したりするなど， 十 勝 地 方における）農 牧 業 発 展 の 麻 動 力 と
なった

北海道庁 による殖 民地区画の整備が 1892（明 冶 25 ) 年に実施 されると，そ

の 翌年 には， 碁盤 目 状に区切 ら れた 街区が 下 帯 広村 （ 現 術 広市 ） に設 計され

た ． 下 帯広村の外縁には， 河西外二社1-1 各村戸長役場が設置された（ 川西村役場，

195 6) 殖 民地 区 両が貸し下 げられ， 冨山 県や岐阜 県を 中 心とするI開 拓移民が

入植したのは 1896（ 明 治 29)年だっ た さらに 190 7（明 治4 0)年には， 帯 広

と旭川とを 結ぶ根室本線 が 開 通した ことによ り ， ｝農産物や生 話物資の輸送が円

滑化して， 移住者が増加 した ．

1 914 （ 大 正 3)年 に 第 一 次 世 界 大 戦がはし まる と ， ｝農 作 物の価格が高謄し，

い ん げんやえんど う な どの豆類の生 産と 販 売 に か か わる f豆成 金 」 が [|] 現 し

た ． 当 時， 日本は， イ キ リ ス を は じ め， ア メ リ カ 合 衆 国， ド イ ツ ， フ ラ ン ス ，

カ ナ ダ， フ ィ リ ピ ン， オ ー ス ト ラ リ ア に豆類を 輸出していた (/i'［ 西 郡川 西村，

1933). Hl券地方 における雑 穀 取 り 扱 い業者 と 農家は， ロ ン ド ン 市 況 や ヨ ー

ロ ッ パの作 況に敏感になり， 「 豆屋気質」 と 呼 ばれる よ うになった． 第 一 次 世

界大 戦後の恐慌では離股する隈家 も あった が， 総 じて大 正期は 「 豆 景気」 とい
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われるほ どの農 染 発展の時代であった J I )
. ] 92] （大 正 ］ 0) 年には， ＇畠 広11|「役場

が 4万 7 千 円で紐設され， 1 933（昭 和8) 年 4 月 1 日 には ， 道 肉 て 7 番 め と な
る市政が施行された．

9. 2. 2 昭 和 期 以 降 に お け る 栽 培作 物 の 変 化

+11券 J也 ）jでは 昭 和 初 期 にすでに， ア メ リ カ 合 衆国より綸 人した 大型機械を 適

入した 人 規模］呉 塩があった． これは， 北而道 製糖株 式 会 社（現在の 日 本 甜菜製

糖株式会社） が経営する実験農 場であった （梢｝広 由 史 編 纂 委 員 会 ， 2003) ． この

農場ては， て んさいの増 産を 目 的として， 1含1 走 式の ホイール ト ラ ク タ ー 25 台

と付 仙機械 ―― • 式を 消人した． しかし，この大 規模農場の経 ＇祖；は大き な 成功にギ

らず， ト ラ ク タ ーは除詈車とし て 利 用 された ") .

昭 和 期の前半 は，1 93 7（ 昭和12) 年に 日 中戦争，1 94 1 （昭 和 16)年に第 ＿ー

次1且界大 戦がは じ まった こ とにより， 梱品作物である豆 類は竹付 制 限を 受 け

た 第二次批 界大 戦 中 も， 農 業 資 材と 労 働 力 が 不 足 したた め 農業は振るわな

かった 豆顆に代わっ て 増 靡 さ れたのか， 麦類， と う も ろ こ し， ばれ い し ょ ，

て ん さ い， 亜 麻 ， 牧 草な どの作物 および 軍 用 馬であった．国内の食料 ・ 軍）平1 品

の増性 政 策に）JI]えて， 海外では 日 貨排斥運動が盛んになった た め， 豆類の ヨ ー

ロ ッ ノ ぐ 佑l 仁叶愉 廿」 にtt放在皮した．

第二次世界大 戦後， 緊 急 開 拓 計 画と新規 間 拓農 民の増加によって ， 十勝地）プ

の農業が 回 復 した． 特に豆類の栽培が再 ひ盛んになり， そ の 面 積は，1 94 9 年

には 3 , 7 75 ha だったのが，1 95 1 年には1 1 , 878haへと急増した （北扉 道十 膀 支 庁，

2005 ) .  195 4（昭 和 29) 年には， 畑地面積の6 7% を 豆類が 占 めるに 至った ． 小

豆の価格は 1 俵 (6 0kg) あた り l 乃 円以上に高騰する こともあり， 赤い タイヤ

と呼ばれた．

1 96 0年代に入ると， 国産の農業機械が普 及 し， 本格的な ト ラ ク タ 一 時代が

訪れ， J農耕馬は姿を 消 した ． しかし196 0年 代後半 になると， 所得倍増および

清渡経済成長政策に よ って， 農業と他産業 と の所得格差が拡大し， 農家数は減

少に転 じ た 1 9 70年代に入ると， 耕地の基盤整備， 土地 改 良 ，経営 規模拡大

の文捩な どの施策 か実施されたが， 後継者不 足や輸入農産物との価格競争な ど

により， 農家数の減少は止まらなかった．

ー・
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一 小麦 一—ー い ん げん
- - ― ばれ い しょ ー◇ー 小豆
ー 日 ー てんざ い -- - - ． ． ー ・ 大 豆

1 965 1 975 1 985 1 995 2005 年

第 46 図 帯広市川 西 地区 に お け る 主要畑作物の栽培面積の変化
賓月 ・ 1農 林業セ ンサ ス

ここで， ） 1 | 西地区で栽培さ汎て き た ］ 要 なJ、9111作物について， ] 965年以降の

面積の変化 を概観する（第4 6 図）． 1965年には， いん けんを は じ めとして， 小 豆，

大豆な どの豆預 か主な作物であった． 牡 ！こいん けんの栽培面禎は4 ,000ha を 超

えていた． 19 75年に なると， 豆類の面積 か大蝠に減少し， て ん さ いと はれい
し ょ が増加する． さら に 1 985年は， 小麦の面栢が急増し， 栽焙面積が l 位の
作物となっ た 小麦の面積は 1995年と 2005年に も 増加を 続けている一 ）プで，

てんさいと ばれいしょはほぼ横 ばいとな り ， 豆類は馘少している． このように，
19 70年代後 半から1 980年代酌 半にかけて， 主変畑作物が一 転した ．

9.3 今 日 の 大規模畑作を 支 え る基盤

9. 3 . 1 土地利 用 と 農 業 景観
( 1 ) 小 麦のエ レ ベ ー タ ー

小 麦のエ レ ベータ ーは， 臀広市） 1 | 西農業 協同組合（以下， 脱 協） によって運
常・骨郎 さ れる．川 西地 区 に 立地するエ レ ヘータ ーはサ プ施設 と 呼 はれ ， 梢 広

ーコ、r
-4--------ロ---- ---

- - - --- - -- - - -

/ 

--- ---



93  今 日 の大規模畑作 を 支 え る 基盤 2 4 5  

市釦地の西に立池する大型のエ レベー タ ーはメ イ ン施設と呼ばれる叫 サ ブ施

設では， 小麦の水分含 有 量 を 4 0% か ら 21% へ 下 げるとい う 半 乾燥処理がい わ
れる（ 写 真 26)． 半乾燥 処理 さ れ た 小 麦 は ト ラ ッ ク でメイ ン施設 へ連ばれ， 本

位 燥処理として水分含有 量12% まで下 げ ら れる． エ レ ベ ー タ ー の 位 燥 処 則に

は， 重 油が使 用 さ れる．

サ ブ施設には， 小麦の集俯 ・ 乾燥 ・ 一 時貯蔽ばかりでな く ， 共同利 ）•卜1 の股機

具の格納場所としての機能がある．サ プ施設には， 200 馬 力 を 超える外 国 製 の

コ ン ハ イ ンが 2 ~ 3 台 保 管 さ れている（写真 27) ． これ ら 超 大 梨 コ ン バ イ ンの

価格は，本体 だけで 2 ~ 3 下 万 円 てある．サ ブ施政を 利 用する小麦栽培農家は，

農 協の集 団 屹燥糾合 l
•I ) に加人する．小麦の収 穫 問 期 に なると集 団 乾燥組合は，

サ ン プJレf)，’il 査 により小麦の等級を 決 定 し， 水分が少な い 圃 場か ら 順に共 同作業

で収穫してい く ．収 穫 さ れた小麦は， 自 家）甘 またはチ ャ ー タ ー した 大 型 ダ ン プ
カ ーによってサ プ施設へ運ばれて， 半 屹燥処理 さ れる．

写 真 26 小麦の エ レ ベ ー タ ー ( 2006 年 7 月 7 日 筆者撮影 ， 帯広市）
こ の エ レ ベー タ ー は集 落 内 に 立 地 す る も の で サ プ施 設 と 呼 ばれ る 収 穫 さ れ た
小 麦 は ， こ の 施 設 て 水 分 含 有 州 2 1 % ま て 下 げ ら れ る
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写 真 2 7 共 同 利 用 さ れ る 超 大型 コ ン バ イ ン ( 2006 年 7 月 5 日 筆者撮影 ， 帯広市）
こ れ ら は ニ ュ ー ホ ラ ン ド 礼 製 の TX61 p l u s 型 て あ り ， 220 馬 ）J て あ る ， 収 役 川 の
ヘ ッ ダー は小麦 専用 の も の が 1 年 中 取 り 付 け ら れ て し ‘ る .

川西地 区のほと んどの小麦栽培農家は， 小麦の収 穫 ・ 集荷 ・ 乾燥 を 共同 で行っ

ているが，一部には個 別 に本屹 燥 までの 処理を して，）＇ 農協 へ 直 接 出 荷する農 家

もある（写真 28) ． こ のような農 家は，小 麦の栽培面積 だけで 3 0ha を超える

大 規模経営か， l O ha以下の小 規模経営である．前者は，1 戸で も 取り扱う量

が多いことから， コ ン ハ イ ンな どの大型の｝農業槻械や乾燥施設への投資が叶能

に な っ た農家である 後 者は， 近年， 酪農 から小麦へ転換 したJ腿 家が多い ． そ

のよ う な農家は， 大規模農家によ っ て構成される 集団 乾燥組合に加入するより

も ， 小 規模な乾燥施設 を 購入 して農 協 へ 直 接 出 荷するようになった

(2 ) 土 地 利 用 の 特色
第4 7 図 a は， 川 両 池 区 北 東部の土地利用である． 図 幅の範罰 は， 開 拓道路

の 西 1線，西 3 線 ， 14 号， 15 号に 囲 まれ た 二 つの中区 画であり， 而抜は ］ 00

~ 11 0m である ． こ こ で栽培されて いる作物は， 面積の広い 順より，てん さ い ，



93 今 日 の大規模畑作を支え る基盤 24 7 

写真 28 農 家の小 麦乾燥施設 (2006 年 7 月 7 日 筆者撮 影 ， 帯広市）
l 戸 で数1—ヘ ク タ ー ル の 小 友 を 枚培す る 大規模経枯 で は， 小 麦 の 乾燥設備 を 1'.I ‘求
所在す る 股家 も あ る

小麦， 加 工 用 ばれい し よ ， なが い も ， 小豆， 生食用 ばれいしょであ る また，
圃 場の 区 画数が多い順では， てん さい， ）J|］ 」ー ）廿 ばれいし よ ， 小麦 と ながい も ，

小 豆と生食 用 ばれ いしょとなる， 開拓道 路によって」」こ方形に区切られた 中 区 面
は， 長い 畝を 直線的 に作る ことがで き るため， 大型機械での耕作 に 適してい る ．
ま た ， ながい も の栽培 は ， この地点を 含 めて， 市街地 に 近 い 北 東 部の耕地に見

られる，

第4 7 図 b は， ） 1 | 西地区南西部の土地利 用 であ る こ の地点 は ， 日 高山脈の

山 麓 に 近い区画であり， 海抜 は 1 95 - 21 0111 であ る ． こ こで栽培 さ れている作

物 は ， 面積の 広い順 よ り ， 小麦， て んさ い， 加 工 用 ばれいし ょ ， 大 豆， 小 豆 ，

種子用 ばれいし ょ であ る ま た ， 圃 場の区画数の多い順 で は ， 小麦， てんさい

と大豆， 種子用 ばれ いしょ， 小 豆， 加 工用 ばれい しょとな る ． このよ う に， 市

街地から淵れた耕地にな るほ ど， 区画の面積が大 き くなり， 栽培作物 は小麦の
割合が高く な る 傾向がある（ 写真 29).
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a 川 西 地 区 北 東 部

小麦 ・ 豆類 ・ しまれい し ょ ・ て ん さ い
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（ 加 工 用 ）

ば れ い し ょ
（ 生 食 用 ）
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口□ 小 麦 0) エ レ ベ ー タ ー

（ 施 設 の 一 部 ）

区］ 堆 肥 臨 場
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. . . . カ ラ マ ッ
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第47 図 帯 広市 川 西 地 区 における土地 利 用 ( 2006 年）

査 相 J見池闊査 (2006 年 7 月 6 1'1 · 7 I二I ) .
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写真 29 小 麦 の 圃 場 (2006 年 7 月 4 日 筆者撮影， 帯広市）
股道 と 圃 場の 間 に は ， 大 型 の I炭 業機械 が移動 で き る だ け の 11月 1沖府 が あ る 小麦0) 品
柿は ， ホ ク ン ン に 統 一 さ れ て い た こ れは ， 以 前 の 主 要 品 種 で あ っ た チ ホ ク コ ム
ギ よ り も ， 成熟期 が 早 く て 多収性の品種で あ る 20 1 0 年時点 で は ， さ ら に ， ホ ク
シ ン か ら き た ほ な みへの転換が進んでい る ．

大 豆と小 豆の違いは， 草丈から判別できる． 土地利 用 調査を 実施した 7 月 」一

旬 にお いて， 大 豆は15 cm ほ ど に生 長 しており， 小 豆は 5 cm 以下 である． また ，

大 豆の菓 1ま 丸 く ， 小 豆の菓は長 細いことからも区別できる ． ばれいし ょ の ，品種

は， 6 月
～
ド 旬 から 7 月 上句に赤い花を付けるものか， 生食用 のメ ークイ ンであ

り， 菓が細 く て 白 い花を 付 ける も のが， ポ テ ト ス ナ ソ クなどの原料になる加 」一

用の品 種である． また ， 種子用ばれい しょの 圃 場には， 細菌の進入を 防 ぐため
に，部外者の立 ち 入りを 禁止する看板 が 立てられていたり，農道との 間に大麦
が植 えられて いる （ 写 真 30) .

第4 7 図 a の範囲には農家が 2 戸あり， 第 4 7 図 b には蔑家の古 い 空き家があ

る． 一つの 中区画の 中に見られる農家のお よ その数 は ， 市街地 に 近い北東部で

は 1 ~ 2 戸 ， 南四部では 0 ~ l 戸 てある． 農家の入り口には， 農場名 を 記した

看板が 付 けられている ． 農 家の敷地は広 く ， 農機具の格納庫や倉庫な ど， 母屋

のほかに 四 ～ 五つの建物がある ． かつて農耕馬を 飼 って いた馬小 屋が残る農家

もある

心戸箋文茫心

胄—

‘
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写真 30 種子用 ばれ い し ょ の 圃場 (2006 年 7 月 7 日 筆者撮影 ， 帯広市）
巾街地か ら 離れ た 南 四 部 O)tlll では ， 桶 —I'）廿 はれい し ょ 0) 枚培 も 盛ん て あ る ' |眉I 場
に 雑 閣 が人 ら な し 、 よ う に ， ！災迅 と の 間 に 人 少、 か柏 え ら れて し ヽ る

ま た ， 二 つ の 土地和 用 図 に は ， 圃 場 の 区圃 に （合 っ て 防凰林が栢 え ら れて い る

防 風林 の 樹種 は 多 く か カ ラ マ ツ で あ る が ， I開 拓道 路 に 沿 っ て シ ラ カ ン バ も 見

ら 九 る ． こ の 地 区 の 防風林 は ， 4 月 中 句 の 融 雪期 に 吹 く 強い季節風 1 5 ) に よ っ て ，

土壌 が 飛 散す る の を 防 <
‘
た め に ， 昭 和 初 期 に 迄林 さ れ た も の て あ る 1 6 ）

・ J I 西 杓

役場 ( 1 956 ) に 記載 さ れ た 写真 を 見 る と ， 当 時 ， ほ と ん と の 圃 場が 四 方 を 防風

林 に 囲 ま 汎 て い た こ と が 分 か る ． し か し ， 1 970 年 代 に 入 る と ， 大 型 の 農 業 機

械 の 導 入 に 不 便 で あ る こ と や ， 成木 に な っ た 防 風 林 に よ っ て 圃 場 が 1日 照 不 足

に な る な ど の 理 由 か ら ， 多 く の 防風林が伐採 さ れ た ．

現在 ま で残 る 防風林 は 北東 か ら 南 西 の 方 刷 に 値 え ら れ た も の が 多 い ． 一 方 ，

節 47 図 b に は ， 樹 高 3 0 cm ほ と の 幼 木 の カ ラ マ ツ 防風林か あ る ． ） 1 | 西 地 区 の

南 内 部 で は ， 桶 子 ）l] はれ い し ょ の 圃 場 に 雑菌 が 入 る こ と を 防 く た め に ， 新 た

に カ ラ マ ツ や ア カ エ ゾ マ ツ な ど の 防風林 が 造成 さ れ て い る 圃 場 が 見 ら れ る ま

た ， 1＇fj 西 部 て は ， エ ゾ ン カ ， キ タ キ ツ ネ ， ヒ グ マ な ど の 野 生 動 物 に よ る 獣 害

を 防 く た め に 電牧 （電気牧札llr ) を 設置す る 圃 場 も あ る が ， こ れ ら の 野 生動 物 は

防風林 に 沿 っ て 日 高 山 脈 か ら 圃 場へ降 り て く る と い う ．
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9. 3 . 2 作 物 と 栽培方法
( 1) 畑 作 4 品 目の栽培暦
第 48 図は， 帯広市における』II作 4 品 1」 の牧培暦を 不した も のである▼ 二て 一,, _

日 1一日 ， 

防除，収 穫 な との 一 連のJ拠作業は，積翫期 の 3 月 から 降 雪 の は じ まる l l 月 ま

で続く， ｝翡作業 か 粕に集 中 する収 筏 斯 は， 7 月 下 句 の小 人から l l 月 中 句 0) て

んさい まで連続的に分散する 地））の低 卜を 避けるために， はれ いし よ ，てん
さ い ， 頁類の牧培ては連作が避けら机 ， 小 麦やとう も ろ こしな どのイネ科什物
を 含めた 4 ~ 5 年の周 期で輪竹される ，

小 炭は， 秋に播 種され て 夏に収 穫する冬小 友 てあ り ， Ill券平 野では秋 ま き
小麦と呼 ばれる ， 小麦の播種期は，9 月 中 旬から 1ミ― 旬 (1 0-25 |] 叫l） である ，

播種の 息は lO aあたり 5 - l l kg であり， 時期か屈 く な るほと昂を 多くする ，

1 0 月上句から 中 旬にか け て は， 除 苗 剤 を 散布し， l l 月 中 旬には雪腐病の防 除
を 行う ， 3 月 上旬には， 融雪促進作菓として， 融雪タ ン カ ルや ア ッ シ ュ などを

小麦の 圃 場に散布し，雪解け後の 4 月 中 旬か ら 5 月 上 句 に施 肥 する ， その悛，

5 月 中 旬 から7 月 中 句に， 除 草作業や赤かび印 やう ど ん 粉病の防 隊があり， 7

月 下 旬 ( 7 月 25 日 頃 ） から8 月上旬に収 穫 される ， 小 麦栽培では， 大 型の コ
ン バイ ンで共同収 穫 されること も あり，収 穫が短期 間 に 集 中する 日 高 1且 地

ば れ い し ょ

豆

豆

小

大

公 応‘‘‘‘‘‘、一

.、\＼＼＼‘‘\＼＼\\\、済ー一路臨
.,\‘‘‘‘‘‘‘‘＼ヽ 翠

て ん さ い 饂

圃圃 播種 配置 植付 ● 種子消毒 匿図 育苗 応酋 浴光催芽 ▼ 移植 △ 融雪促進
□ 施肥 ・ 培土 侭遠 主な除草 ・ 防除 緊怨 収穫 〇 緑肥播種 ⑥ 茎葉すき込み

第 48 図 帯広市 に お け る 畑 作 4 品 目 の栽培暦 (20 06 年）
資料 楷広市闊 業技術セ ン タ ー お よ ひ股家への聞 き 取 り 調査

作物

• 
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に近 し， ヽ li 域 南 内 部のよJI池 ほ ど， 播 柿 と 収 穫のII寺期 か 旦 く なる． 小 友 の 品 種は，

199 7 年に， それまでの チ ホ ク コ ム ギから， 成熟が早 く て収 穫 量 か多い ホ ク シ
ン ヘの転換が進 み， 数什て は ぽ 1 00% か ホ ク シ ンとなった 1 7 1 . 201 0 年1m ,れでは，

さらに収 量が多く，耐防性にもす ぐれた， きたほなみへの転換か 進んでし ＼る．
は九いしょ栽培の農作業は，食用 ． ）JII ―[ li] と も に，3 月 中 ・ 1汀：！）のI澗 馬の 融

可促進と柿 ザの泊 毒作業からは し まる ． 4 月 十 句 から 1ヽ句には，欠株 を 除 立、し，

初期 合成を 促 進させる た めの倍此 処迎の作業を 和 ·う ． これは， 1重げの コ ン テ ナ

を ビニー ）レハ ウ ス に人九，その17、] 部 を 1 0 - 20℃に保温 し， 日 光 をあてる も の

であり， i谷 兄{i『 牙と も 呼 はれる． 佃 芽処理さ礼た ばれいし ょ は，4 月 下 句 から
5 月 1ー イi) に，ト ラ ク タ ーによって牟 引 される専用のプ ラ ン タ ー （揺種機） によっ
て圃 場に柏え付 けられる ． 6 月 上 句から 巾 句には，1i玖に 25 cm 捏度の覆土 をす

る培土作業があり，その後の病 虫鳴の防除作業 か 続く． ばれいしょの収穫期は，

畑作4 晶 目 のなかでは最 も 長 く ，8月 下 旬から 9月 下旬 まで続 く ． ばれいし ょ

の主な品 種は，生 食用 か メ ークイ ンと男 爵， ）JIl 」口用 が ト ヨ ン ロ ，澱粉加工川が

コ ナ フ プ キである叫 はれい し ょ のiな 出 荷 先は， 生食用が農 協で あ り ， 力Il ]

用 か 市内と芽室町に 立 池する食 品 加 工会社である．
大豆は， 圃 場の地湿 が 1 0℃ 以 上になって， 晩霜 害の危険性 が なくなる 5 月

中 旬から下旬 にかけて播種さ汎る ． 面積あたりの種子の 量は，小粒種 が I haあ

た り 3 0 -35 kg , 中拉種 が I haあたり 6 0 - 90kg である． 大豆の栽植密 度は，

収穫機械の種類 によって異なる． ビー ン ハ ー ベ ス タ ーな どの従来の収 穫機 を 使

用する 「 f貰行収 穫」 の場合，畝と株の間 隔は 6 0X20cm, または，66 X 18 cm と

する ． 近年導入 が進んでいる汎用またはマメ 専用 の コ ン バイ ンを使用する 「 コ

ン ハイ ン収穫」 の場合，畝と株の間隔は 6 0X I 6 .5 cm, または，6 6 X 15 cm とする ．

ち ゃ く さ L う

コ ンハイ ン収穫の場合， 密楢 して着 英 の位置を 高くするた めに，株間隔 を 狭く

す る また，畝闇 隔の違いは， ト ラ ク タ ーの規格（車判IのII屈 ） の逢いによる も

ので ある ． 除 苗や病 虫実な どの防 除作業は， 6 月 中 旬から 9 月 上 旬 まで続く （ 写

真 3 l)． 除草の対 餃 は，―-年生イネ科の雑 草 と 広菓雑 草であり， 防除の文］ 象は，

佑核病，灰 色 か ひ病，アプ ラ ム シ，ツメ ク サ カ，マメ ン ン ク イカな どである ( +

勝中部地 区農業改 艮 普 及 セ ンタ ー，2002).

人 属の収 穫 か は じまるのは，慣 行収 穫 が l0 月 中 旬であり， コ ン ハイ ン収 穫
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写 真 3 1 大豆の防除作業 (200 6 年 7 月 8 日 筆者撮影 ， 帯広市）
ト ラ ク タ ー に 取 り 付 け ら れ た ス プ レ イ ヤ ー （ 散 布 垢 ） に よ り ， 4 0 の 畝 （ ！輻 約

25 m) を •-）支 に 消 需 で き る ．

が 10 月 下 句 か ら l ] 月 上句 で ある· 911員行収 穫では， 英が成熟 し た 後 3 -7 1"1 日

から， 収 穫機による刈 り 取り作業 が 始 ま る そ の 後 ， 刈り例 した 頁を II廿•こ 卜 で 束
に i ; ，； 

にする 「 島 立て」 や，島 立て し た大豆を 圃 場 の 上でまとめて燒燥させる 「へ鳥積 み」，

さらに， ビ ー ン ス レ ノ シ ャ ー による脱穀作業が ある叫 コ ン バ イ ン 収 穫では，

成執後 2 週 間ほど経過 して， 茎 が 完全に乾 燥 してから収 穫作業がは じ まる． こ

九は， 馬 力 の ある コ ン バ イ ンての作業によって， 未 乾 燥 の 茎に含 ま礼る渋 か 旦
に付 着する汚拉を 防止するた めである ．

小 点 の 牧培屠は， 播種 から除 革 ・ 防 除 ま での農作業の時期 は大豆とほぼI司 じ
てあ る 括柿時 の 畦と株 の 間 隔 は大 豆と同 じ で あるが， 播種 の 麟は lhaあたり

3 0  - 5 0kg と 入 豆 よ り多 く なる． 収穫時期は大 豆より も 早 く ， 成熟英が 70%
に達する I O 月 上 句 か ら はじまる ． 収 穫作業に は ， 大 豆と 同 様に， 慣行収 穫 と
コ ン バイ ン収穫かある． 大 豆や小 豆など の 豆類は 「地力 で穫るも の 」 とい われ，

堆肥な ど の有機物を 活 かした土作りが重要にな る また，湿害に弱 いため， 排

水不 良 の 圃 場での栽培には 向 いていない 豆類の主な品種は，小 豆かエ リ モ シ ョ

ウ ズと き た のおとめ， いんけんが大正金時， 福 勝 ， 雪 手 亡， 大 豆が大 拉種 の 音

更大仙とユ キ ホ マ レ， 黒大 豆 のイ ワ イ ク ロ と ト カ チク ロ である20 )
.

てん さ い栽培は， 3 月 中 旬 の ビ ニ ールハウ ス 内で の育 苗 か ら は じまる ． ヒ
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ニ ールハウ ス は 1試度が 上 昇 し やす い 面 北 棟であり， そのなか に 播 種 用 のペ ー

パ ー ポ ッ ト が設 脱 さ れる l l平( I mり あたり本圃 I Oa分 ( 7, 000 拉） の伯が植

えられ， 4 月 1〗-l) から 5 月上句 に 移植される． てんさい牧磨では育苗に労力 か

かかるが， 近年では省 力 化のため に本圃 に 直接1番種する直播き牧培が試みら九
て し ‘ る から 9 月上旬 までは イネ科と広菓雑疸の除草作業， ヨ ト ウ カ

や褐斑危などの防除作業か続く ． 収穫 時期は， 1 0 月 下 句 から11 月 由 旬である．

収 穫 作 業には， 茎 菓 の刈り取りとてんさいの堀り起 こ しか同時 にできる 専 Jl]

ハ ー ベ ス タ ー か 使 用 される ． てんさいの］な品 種は，えとびりか，ア ー ベ ン ト ，

ス コ ー ネである ． てんさいの主な出 荷 先は， 打室町にある 日 本甜菜製粧 芽至製
糖所である2 1 )

( 2 ) 畑 作 4 品 目の生産費

第 18表は， 十勝地方における灯ll作 4 品 目の 生 光 費 を 示したものである． 小

麦の ! Oaあた り 生産費は約5 万 2 千 ド］ であり， そのう ち 物財 費か 90% 強を 占

める． 割合の高い物財費は， 貸惜料および料金 (38%） ， 肥料• (16 %） ， 農槻具 ・
自 励 車 (13 %）である ． 貸借料および叫金の割合か高 いのは， コ ン ハイ ンや 龍

媒施設などの 共 飼 利 用 料金が発生するためである． 小 麦の収 量は ! Oaあたり
5 12 kg であり， 粗収 益は約8万 l千円である． こ の粗収益には， 後 述する補凱

金 （麦作経営 安 定 資 金） と 副 産物の費 用 が含 まれる． 副産物である麦わらは，

近 隣の酋各農家へ販売される． 小麦栽培では，大型機械の利 用か進 んでいるため，

家族労働費が生産費に占 める割合は， 畑作 4 品 目のなかで最も低い 9%である．

所 得 率も 3 9% であり， 畑作 4 品目のなかで最も低い． この よ うに小 麦 は， 畑

作 4 品 自 のなかで最も祖放的に生産 さ れて おり， 栽培面積が広 く なるほど牒業

経営が有利になる作物である．

加 丁 用 ばれいし ょ の1 0aあた り の生産 費は約5 万 9千 円 であり， そのう ち

物財費が8 0% 弱 を占める ． 割合が高 い物財費は， 種苗 (2 0%） ， 蔑機具 ・ 自 励

車 (20%） ， 肥料 (13 %） である． ばれいし ょ 栽培では， 種芋を 廣協から購入 し

た り ， 専 用 の プ ラ ン タ ー と収穫機が必要となるた め ， 種苗伐およびJ農機具 ・ 自

動 車代の割合が高くなる． ばれいし ょ の収 霊は ! Oaあたり 4,5 0 7 kg であり， 粗

収 倫 は約8 万 l千P-J てある 祖収益は小麦と同 じ 程度てあり， 所得率は大豆と

． 応柑後
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第 1 8 表 十勝地方 に お け る 畑 作 4 品 目 の 生 産 費 (2004 年）
( 1廿位 1 1 ] / l  O a )  

J.)
＇
：［ I I 珀 I I の 内 9訳 小 麦 ばれ し ‘ し ょ て ん さ し 、 大 豆

(）JI | ＿l - )  1 1 )  

物財費 柿 1't'1 2 , 6 1 8  I l ,  836  2 ,  5 37  3 ,  825  

肥 皐1 8 , 089 7 .  763 I 8 ,  1 29 fi, 9 l 7 

/" j•iて!． ：オtてiそ 5, l 5 2  7 , 2 1 3  8 , 82�  1 ,  642  

兄 熱 励 ）J I ,  1 82 2 ,  4 1 6 2 ,  7 35  I ,  997  

そ の他 の 滸 資 材 7 1 3  1 5 5 11 , 267  500 

|．池 改 良 お よ び水利 1 80 1 65 304 2 , 598  

貸11'，料お よ ひ料金 l 9 ,  5� 2 785 2 , 85(ぅ 7 , 6 1 7  

物件税お よ ひ公課内 I ,  463  l ,  825  l ,  683  I ,  58 ,1 

建物 I ,  028 l .  I 6 I 2 , 098 I ,  627  

塵と l幾 具 ・ 白 卯J I I �I 6 , 569 1 1 ,  6 9 1 1 3 , 93�  1 1 , 037  

生 社 管· 岬 333  3 38  3 89  4 00 

労働 貨 4 ,  765  1 3 , 879 2 °1 ,  9 1 9  1 9 ,  4 65  

費）11 合計 5 1 , 634  59 , 2 30  82 , 6 7 5  6 2 , 209 

収 肌 (kg/ J 0 ,1 )  5 1 2  4 ,  507  6 , 781  228  

i'.II．収 益 i•I）·［物価格 77 ,  L 9 l  80 , 9 7 2  l l 7 ,  0 6 9  7 8 ,  70 1 

I」,1lj 肪物仙格 3 ,  3 1 5  ゜ ゜ 1 92 

介 計 80 , 506 80 , 972  1 1 7 , 0 6 9  78 , 893 

文払利 (· • 池代 2 ,  406  2 ,  4 3 7  2 , 908  2 , 89� 

家族労働杓 4 , 660 1 3 , 316  2 3 , 080 1 7 , 7 79  

i・リi•1サ 3 1 ,  1 2 6  3 2 , 6 5 1 54 , 566  3 1 ,  569 

※ 所得 ＝ 粗収 益 ー [ 4前 翡総頷 ー （ 象族労鋤校 ＋ 自 己 資本利子 + l�I 11地 地代 ） 〕
た た し 什 産 投総額 ＝ 費 川 合 計 ＋ 支払判ー（_ ・ 地伏 ＋ 自 己 資本利子 ＋ l�I 作地地代

臼 1オ l · il券 文 斤 ／農 政 諜

同 じ 程度 で あ る ． はれ い し ょ は ， 小 麦 に 次 い で粗放的 に 栽培 さ れ る 作物 で あ る

て ん さ い の I O a あ た り 生 庄 費 は 約 8 万 3 千 円 て あ り ， そ の う ち 物 財 費 が

7 0% を 占 め る ． 物 財 の な か で 割 合 が 高 い 項 目 は ， 肥 料 (22%） ， 農 機 具 ・ 自 動

車 ( 1 7%） ， 農 某 ( 1 1 %） で あ る ． 収 量 が I O a あ た り 6,784 kg に 達す る て ん さ い

の 栽培 に は ， 史Ill 作 4 品 目 の な か で 最 大 の 施肥 量 を 必要 と す る ． 火 山 灰 土壌 な ど

の 酸1化化 し や す い 耕地 で は ， て ん さ い か 生 育 不 良 に な る た め ， 大 量 の 石灰 資材

を 投 人 し て 中 性 化 し な け九 ば な ら な い ． ま た ， 育 苗 に 手 間 が か か る た め ， 労働

費 も 畑 作 4 品 目 の な か で 最 大 と な る ． て ん さ い の 祖収 益 は約 1 1 万 7 千 円 ， 収

益性 は 47% で あ り ， 畑 作 4 品 目 の な か で最 も 集約 的 に 栽培 さ れ る 作物 で あ る ．
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人 豆の I O a あたりの生 産 費は約6 万 2 千 円 であり， その う ぢ 物 財 費 か 70%

嘉｝ を 占 め る ． 物財のなかで和1 合が涵い 項 目 は， 農機具 ・ 自 動 車 ( 18%），貸倍

料および料金 ( 12%） ， 肥料 ( 11 %） であ る 大 豆の収 鼠は I Oaあた り 228kg で

あり， 粗 収 益は約7 )j 9 T• 円 ， 収益刊は4 0% である 大豆栽培の物 財 費 は)Ill

竹4 品 目 のなかて最 も 低い が， ぐI-J完 費 に 占 める方働費のい 合は30% を 趙え，

畑 作 主災4 品 目 で｝戟も高い． 豆類の栽培には，ホ ー を 使った カ ルチ（除 草作業）

や， 島 立 て · 入！り柏みな と の 自 然位燥の作業 な ど ， 手 作業に依存する農作業が多
し ‘

22)  

( 3 ) 作 物 と 天候
l·· Jl脊地方 における畑作4 品 目 の生 育と収 曾は， 天候によ り 大きく左 右 され

る ． 近年の天候によ る 生育の遅れと不作の記録を 挙 げると， 1 999年 と 2000年

には， 夏季の猛暑 と 阜魃により， ｝、，Ill作物の収 穫 髯が減少した ． また ， 2001年
には，9 月 の早霜 によって豆煩の収 穫が遅れた 2003 年 には， 春 先の天候は良

釘であったが， 7 ～ 8月 の低温と 1::I 照 不 足により， 豆類の収量が減少した． さ

らに， 2003年8月 上 旬 に は台 風が上 陸した こと によ り ， 広範I州の耕地に被 害

が出た （北而道1勝支庁，2005).

第 19 表は，十勝支庁農政課が発表 し た 2006 年 7月 1 日 における）農作物の生

育状 況である 2 006年は，6 月 中句から下 旬に燐天 ・ 雨 天が多く，気温が低かっ

た た め ，すべての作物で生育が遅れた23 ) 小麦の湯合， オ皐長加） ． 穂数な どの成

長は良 好であったが，穂長は短 く ，生 育は8 日の遅れであった ． ばれいしょと

てんさいは冷 涼な気候での栽培に向いた作物てあり，草丈 （ 長） ・ 菓 （茎）数

の 生 育は平 年の8割から平年並みで あ り ， 生 育の 遅れは 5 ~ 6 日にと どまっ

た 一 方， 亘類の生育に庄目すると， 葉数は平年の4 5 - 65 %， 草 丈は平年の
59 -84 %にす ぎず，生育の遅れは 6 ~ 9 日 になった ． 豆類のなか でも特に小
豆は， 生 育 と 収 焙が天候に左 右され る 作物である．

9 .  3 . 3 農 業 政 策

ここでは， 丈IH作農業 を 文え る 農業政策として，土地基盤整備，蔑地流 動 ， 農

荘物の価格 支援に注 目する． 十勝地方 におけ る 酋通畑の 面積は約l 7 万 haであ



93 今 日 の大規模畑作 を 支 え る 基盤

第 1 9 表 十勝地方 に お け る 作物の生育状況 ( 2006 年 7 月 1 日 ）

屁 分

小 麦 杯J支

介[[ i i 1. { I, I 

88 8 cm 
穂放 787 3 本／ nf 
徳艮 8 I cm 

ばれ い し よ 苓 仄· 36 8 cm 
ネ 数 3 3 本

て ん さ い It]．人 36 8 cm 
染数 1 5  6 本

）く 豆 ！罰 人 I I 8 し 1-,l
災 数 2 0 本

小 豆 ,'1',ー ノ·,)‘· 3 8 cm 
策数 I 1 本

手 亡 しl」L• 入--J -- 6 l cm 
菓数 I 3 本

金 l l'J 苗：丈 10  l cm 
災数 I 3 本

資料 —I-）I介文庁農政課

平年比 1991’ 価 近 早
（％） 
1 01 平什並み 遅 8 11
1 08 やや多い
89 短し ＼
8 1  短し ‘ 遅 6 11
99 e|1年並み
9 1  やや会豆し 、 遅 5 1 1
92 やや少なし 、
79  厨 Ij ‘ 遅 6 11
65 少なし ＼
59 短し ＼ ど 9 「I
4 5 少ない
84 短し ＼ 遅 7 LI 
5 5  少なし 、
7 2  短い 迎8 1'- I
5 3  少ない
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り ，そのう ち 排 水 不 良 と見なされる上 壌が約4 0%に達する（ 帯広市， 2005 a) .

排 水不 艮 の fll1では，5 ～ 6 月 の 降 水に伴って， 特にてんさいの 生育が悪くな

る． そのよ う な畑は，明渠排水， 灌漑排水， 土壊改 艮 ， 謄道詞装などによる農
地の改 良が必要である． 帯 広市の場合， ］ 974年から 2003年にかけて， 48件の
捜業生産基盤整備事業か施 行さ九，農地の改 艮が進 められた（ 携 広市， 2005 b ,

2006). これらの事業では， 帯広市も多頷の金額を 補 功した． その概要は， 国
は 事業が l4 件で約 13 億 円 （ 総事業費 ： l ,26 0億 円），道営 事業か 12 仰で約 130

億 I:J:J （ 同 ： 5 67 億 円 ）， 団 体 営 事業か 22 件 て約l 6 億 円であった25 )
． また， 帯広

市独 自 の補貼 事業も 20 件 ・ 約 10 億 円 に達 した ．

農地の貸借や売 買 な どの農地流肌を 支援する政策は， 近年， その重要忙：か高

ま っている ． 股業従事者の高齢化に伴って， モ ザイ ク 状に不耕作地が発生する

傾 向 にあ り ，それを 効率的に農 家に割り 当 てる政策が望 ま れている ． こ れまで，

農地の貸惜と売 貿 の多くは，知人や 隣人の関係に依存してきたが， 今後は， 行

政が仲 介する面積か増加すると 予想される（ 吉 田 ， 2009) . 2004年の 帯 広市に
おいて， 権利が移動し た 農 地の総面積は 5 34 haであ っ た ． その内訳は，売 買
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が66 .8ha, 贈 りが78.8ha, 利 ）廿 貸 惜権の設 定が 388.4 ha てあった ． そのう ち ，

棺 広 市 に よ る農地移 動 適 正化俯旋 巾 業と1農地保 有 合 乳化・事業 に よる売 賀 が 20

件 ( 1 6 .4 ha)， 貸借権の設 定が 1 3 件 (5 5 2 ha)であった また， 利）1J 権 設 定 等

促 進 事 業による利用 貸借権の設 定は 214 . 7haてあった （北而道1}廿 発局 州広間 発
建設部，20 0 6 a; 20 0 6 6)201 . 

農産物には様 々 な補 助 命 が支払われているが， こ こ では小麦を 文寸象とした価

格支援 に 注 目 する． 麦作経営安 定 資 金 は， 輸人小 麦との価格差が小 麦 生産／農 家
に 文 払われる1世］ 場金である． この制度は， 農危物1流通の民 ＇揺化に伴って，それ

以罰の政府 買 入制 度に 代わって 20 00 年から施 行され た 麦作経営安 定 資 金で

は， 200 6 年度に栽培された小麦 ( I 等級） の場合， 60 kg あたり約 2, 5 00 円 の販
売価格 に 対して，6 ,6 10 円 の補助 金か支払 われた ．

さらに，20 07年度からは， 麦作経営 安 定 資 金に代わって， 品 目 横 断的経営

安定対策が施行された． 麦作経営 安定資 金では， 小麦 を 販 売し たすべての農家

が補助 金の対象となったのに対 して， 祈しい政策では， 担い手として認定され

た農家を対象とした支援が行 われる そ の担い手となる基準は， 北而道の場

合 経営 耕地 面 積 ! O ha 以 上の認定農 業 者27) になるか， 経営耕地面積20ha 以

上の集落営農を 組織する ことである． 十勝地方のよ う な大 規模農家が集積する

農業地域 で は， 担い手の 条 件に 当 て はまる農家が多 く なるが， 複数の作物 を 栽

培する場合， 支払 われる補助 金が遅れるとい う 間 題もある ． 品目横断的経営安

定対策は，担い手農家の条件や補助金支払時期の早期化を 含めた修正がなされ，

水 田 ・ 畑作経営 所得安定対策に変 更された ． この よ う に小麦の補助 金 政策は，
20 0 0 年代に 大 き く 変化した．

9 . 4  農家 と 農業経営 一帯広市川 西地区 の 事例―-

9 4. 1 農 業 集 落 と 経営耕地

第 49 図 は， ）1|匝地区における蔑業集 落と大 規模畑 作股 家の分布を 示したも

のである 農 家あたりの経営耕地面積は， 市街地から1 0km 以上 離れた ］5 の

農業集 落 に おいて 30ha を 超える． ま た， 農家あたりの農業就業人 口 は 3.4 ,

農業従事 日 数 150 日以上の割合が80 % を 超える と い う よ う に ， こ れらの農業
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〈 ）複 業 集 落 〉

1 共 栄 1 3 別 府 2 5 北上帯広
2 下 稲 83 1 4 新 生 2 6 ..t 帯 広
3 拓 進 1 5 南 川 西 2 7 東 上 帯 広
4 川 西村 1 6 北基松 28 西 宮 士
5 束 別 府 1 7 西 豊 西 2 9 東 美 栄
6 新 和 1 8 東 豊 西 30 束 清 川
7 上 稲 田 1 9 本 豊 西 3 1 南上帯広
8 下 ） 1 1 西 2 0 南 豊 西 3 2 西美栄
9 第 二 中 別 府 2 1 南 碁 松 3 3 北消川
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1 1 北 川 西 2 3 中 宮 士 3 5 北広野
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第 49 図 帯 広市川 西地 区 に お け る 農 業集落 (2000 年）
資 材· 殷 林 業 セ ン サ ス J農 業 集 落 カ ー ド

集落 （ま川西地区における大規模虹り作の中心と なっている
さらに第 5 0 図は， 川西地区 の 二 つの農業集落における全農 家の経営耕地面

積を 示 したもので ある． 経営 耕地面積の 平 均 は， A 地区が 35 .5 ha, B 地区が

33 .8haで ある． 経営耕地面積が 30haを超える大規模農家の割合は， 両 地区と

も 約70% であり， なかに は 5 0haを 超える経営規模もある． 世 帯 主の平均年齢

は， 両 方の地区と も 5 0 歳 代 前 半である． 世 帯 主が高齢化した農家や， 経営 耕

地が 30ha以下の小 規模な農家では， 耕地を 集 落 内の農 家 に 貸し付 けて いるこ
とか ある．

9. 4 .  2 大規模畑作 の 経営事例

本項では，大規模 な 畑 作農家が分布する農業 集 落 よ り， 3 戸の経営 事例を 説
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第 50図 帯広市 川 西地区 に お け る 農 家 別 経営耕地面積 (2005 年）
負料 柑•広市農 業技術セ ン タ ー

| 1 

「

巨

明する． それ ぞれの経営 内容は，（ I)小麦主体 ， （2)吠旧 作 4 品 目 ＋ 園 芸作物，
(3)畑作 4 品 目 ＋ 野菜 ・ 産 直である

( 1) 小 麦主体 ＋ 借地
［ 経 営 耕 地 ］ この農 家の4) 1 J也面積は約60haであり，そのう ち 43 haか 自 作

地であり， 18haが借地である 作物の栽培面積は， 小麦が 22ha, てんさいか
15 h a , 加 工Jl] ばれいしょか 1 1ha , 生 食 用 ばれいし ょ が3ha, 大 豆 か 9 ha, 小 豆

か I ha , 未成熟と うもろ こしが 2h a である 大豆の栽培 品 種は， ユ キ ホ マ レで

ある怒） ． この ,'：19i filiは牙 か 臼 い た め， 白 太豆と 呼 ばれ， 主に豆腐 に加工される．

大 豆の収 穫には， 共 同 市 業で購入し た 専 用 の コ ン ハイ ンを 使用する．

惜 J：也の う ち 9 h a は， 道 路を 挟 んで宅地と 接する圃 場であり， その地代は I Oa 

I 2 l 

•• (;J 
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あたり1 万 円である． 長 年借りて いるの で，緑肥だけを 栽培したり， 休 閑 にす

る場合でも惜地料を 支 払 う ． こ の農家 では，2 戸の蔑場と交 換耕作を 行 っ てい

る． 交換耕作の規模は， l 戸は6 ha, も う ］ 戸は 5 haである 前者は小 麦の 内
作農家 であり， 後者は主に ご ぼ う を 栽培している野菜農家で ある叫 交換耕作

の う ち4 ha は， 西4 線にあり， この農 家から 3 km ほ ど 雌れている 機械化が

進 ん た現在 では， 1 人で6 0haのオJI地を 管 理する ことか 可 能 で あ る． また，」•） |

地の面積が広 く なると， J農 業機械の什業効率が高 く な り ， 収 益も」かる仰 向 に

ある．

［ 農 業 労働 力 ］ 家族構成は， 世屑LL (48歳 ） ，妻 (46 歳 ） ， 父 ( 73 歳 ） ， 月 (71

歳 ） ， 子供 2 人 である． 臨 時 雇 用 は辺 べ6 0 人 で あり，そ の内 訳は， 植え付けに
10 人 ， 除 革 に 1 0人， 収 穫に 3 0人， その他 に 1 0人である． 小麦の播種 II十の人

出を 確係するために， ト ラ クターのオペ レ ー タ ー （運転 手） を l 人 雇 川 してい

る． 子供はすへて男 で あり，現在， 大学4年生と 2年生 である．

［ 作 物の栽培 と 販 売 ］ 小麦は共同で 収穫して， 農協に販 売している． 加工川

のばれ い し ょ は，農 協を 通して， 川西地 区 囚 にある ス ナ ソ ク 菓子企業の幣広 J/

場に販 売する． てんさいは，農 協を 通して， 芽室町．にある 日 本甜菜製糖•株式会
社に販 売する ． てん さいの場合， 農協は販 売頷の糸勺 2% の手数料を とる． ）い豆

と小 豆はすべて農協へ販売している． ）農業経営の1問題として， 小麦が過 剃生性

気眈 で あることか挙 げられる． 小麦栽培ては，施肥な どに手間を かける ことに

よ っ て， 1 0aあたり l 1俵 (66 0kg) の収 鼠を 目指 している．

小麦の種子は，30kg あたり6 ,000 円程度 で農 協から購入する． 2005年の場合，
小麦の販 売 価 格は1 俵 あ たり 9 ,000 - 9,5 00 円 で あり，そのう ち麦作経営安定

資 金による袖助が6 , 000 -6 ,5 00 円 であ っ た． 収 穫 された小麦は，集 落 内の隈

励の乾燥廊設 （ サ ブ施設） に連ばれて機械により 自 動 で 選別される． 小麦の品

種は，共 同 で 乾 燥施 設に出荷するため，ホ ク シ ンに統 一 されている． 小麦の等

級は， 粒径と見た 1月 （形 質） によ っ て， A （別名 ： ］ 等 ） ， B (2 等 ） ， C (3 等 ま

たは等外上） ， D （規格外または ゴ ミ ） とに分けられる． 各 等級の割合は毎年安

定しているが，2 005 年度には 2 等の割合が高 く な っ た． そのた め， ］ 等を 多 く

栽培しよ う と した農家にと っ ては， 売上げが少なくな っ た． 安 く ても歩留 まり

良 く しよ う として， 主に 2 等品を 栽培した］農家は得を し たと いえる．
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小麦の場合，平均し て I Oaあたり 1 0 kg の種子を 播種する． 9 月 中 旬 まてに

揺 柿する 圃 場は， 10aあ た り 7 kg の 種 子で 済 む か， l 0 月 5 日 隕に播 種する 圃

場では， ］ Oaあた り ］ 5 - I 6 kg の 種 子 が 必 要である 播 種 か 遅 く なるのは，ば

れいしょの後 に 作付けする 圃 場である こ の農 家が所 有する ド リ ル （播 種機）

は 3 m 級で あ り ， l I」 で 1 5 haに 揺 種で き る 大 型の4 111 級の ド リ ルがあれ は，

I 1"1 20 haの播 種 が 可 能 に な る が， 現在のと ころ導入予 定は な い この｝農 家が

所有す る 1 2 0 馬 力 の 入 型 ト ラ ク タ ーは， 1 ト ンの種子と肥料 2 袋 （ ！ ト ン） を

同 間 に 積載できる． ト ラ ク タ ー に積 む肥料は 2.5 ha ごと に 充 墳する．種子は1
I団の 充填で I O ha分を 播種できる． しかし， どの 圃 場 に も わずか な傾斜があり，

ト ラ ク タ ー を 最大 桟 載 に する と 播 種の ス ピ ー ト が 遅 く な る た め， 毎 回 8ha分

の種子を ト ラ ク タ ー に積む こ と にしている．

大 豆の播種量は I Oaあたり約 3 kg てあり，収量は10aあたり約180 kg である．

父 親の代には 大豆は密植しており， そ の播種量は l Oa あたり6 kg に 上った．
現在は収 量の多い ユ キ ホ マ レ な どの新しい品 種 が 普及し た こ と や， コ ンバイン

な どの農 業機械 が 発 達したた め， 以前 よ り も 粗植になった．現在，小 豆の新 品
種であるきた ろ まんの栽培も始めた．この品 種は， そ れ ま での主流であったエ

リ モ シ ョ ウ ズよ り も 3 日ほど早 く 収 穫で き る．エ リ モ シ ョ ウ ズは食 味が よ いが，

忌地性があり， 連作に よ る落葉病に弱かった また，ばれいし ょ は， 畝の間隔

を 75 cm と広 く とり， 2 乗で植 え 付けるようになった．これは最近購 入した大

型 ト ラ クタ ーの車軸 が 15 0 cm であったた めである．

［ 農 業機械］ この農家が 所有する主 な農業機械は， ト ラ クタ ー ，プ ラ ンタ ー ，
ハ ー ベ ス タ ー ， コ ンバインである この 農 家 が 賠入した 最新の ト ラ ク タ ー は，

120 馬 力 の フ ェ ン ト 社製であり，1,200万 円であった．世 帯主は 農 業 機械の整

備に梢通してお り ， 農薬散布に使用 する細幅で大径のタイヤ な ども 自分で交換

する． プ ラ ン タ ー は，小麦用 の ド リ ルのほか， ばれいし ょ と豆類専 用 の も の

がそれぞれ l 台ずつある． また， てんさいの移植機も所有する．豆類用 の コ ン

ハイ ンは近隣の農 家 7 戸で4 台 を ， また，小麦用 の コ ンハイ ンは， 近隣の農家

1 9 戸で4 台 を 共同使用 し ている． 小麦の収 穫は， 共同莉 用 組 合 に よ る 共同収

穫である 組合員の 圃 場 ごとに サンプル調査を して等級を 決めた後，実りが 早

い 圃 場か ら 収 穫してい く ． し たがって， 耕地の所有者と収穫者は別 に なること
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［ 農 業 経 営 の変 化 ］ 父 親が1仕 堺 主であ っ た い 代 に は， 機械化 が 進 んで いな
か っ たた め， 翌 類の栽培面積か 広か っ に 当 ll� は 大 豆を 中 心に， 33haのよJI地

を 耕作してい た · 門 時の大 豆の主要 品 種は ト ヨ ム ス メ であり， 豆腐用として市

場で人気かあ っ た．その後 ， 耕地を j｛悼入し， 自 『「地だけで4 0haに規模拡 人した

機械化が進んた ことに よ り， ばれし ヽ し ょ の栽培面柏が増加した．規模担人と多

品 目 牧培を 実 現するのに重 裳であ っ たの は ， ス プ レイヤ ーの進 歩である 以罰

の ス プ レイヤ ー のタ ン クは1 ,0001 で あ っ た が， 現在 は5, 000/ と大 輻に」．1；り ）JI]し

てい る 最返で は ， 豆類の機械か 改 良 されたため， 大 豆と小 豆を 増 産 し た 惜

地を して規模拡大した の は ， 豆類の省力化が進 ん だ ためである． ばれ いしょは

現在でも手作業での仕分け作業があるた め， 栽培面槙 を こね以 上 噌やす ことは
困難である．

(2) 畑 作 4 品 目＋ 園 芸作物 （薬草 ・ 果樹）
［ 経 営 耕 地 ］ こ の農 家の耕地面積は 80 haで あ り ， その う ち l . 6 ha が 借地で

あ る 主な栽培作物は，J、9|l]作4 品 目 ， 薬 草と果樹である． 畑 作4 品 目 の面団 は ，

小麦が 3 0ha, てん さ い か ］ 45 ha， 加 工 用ばれいし ょ が8ha, 生食用ばれいし ょ

が 6 ha, 小 豆が2.4 ha, 大豆が 0 .9 ha である．薬 卓と果樹は， それぞれ 2 .3 h a と

0.4 h a を 栽培する． さらに， 緑肥作物に8.6 ha, 休悶地に 7.3 haを 割 り 当 ててし＼

る他 ， 山林を SO ha所有する

栽培している某草は， せんき ゅ う （川芍） である ． これは入浴剤 な とに使用

される薬 草であ り ， 薬 品 会 社との契約栽培である．薬 箪 は， 現在の 世 繋主が
1 996 年に栽培を 開 始した． こ の；農 家の成功に よ り， 現在で は 近 隣の 7 戸 の農

家 も 葉 草を 栽培するよ う にな っ た． 果樹園で は サ ク ラ ンボを 中 心として， りん
ご， グ ズベリ ー， プ ラ ム， プルー ンな ど を 栽培しており， 観光農 園も経営 して

いる叫 ま た ， てんさいの育 苗 用 ビ ニ ー ルハ ウ スでは， 夏季にす い かを栽培し

ている．

［ 農 業労働 力 ］ 家族構成は，世帯主 (5 7 歳 ） ，世帯主の妻 (5 6 歳），息子 (31 歳） ，

息子の妻 ， 息子の子 供 ， 世瞥主の父 ( 75 歳 ） ， 母 ( 76 歳 ） である．その う ち農

業 労働力 は， 世 幣主の夫婦， 息 子 ， 両親の 5 人である．世 栴 主の息子は高校を
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卒 業 後， 「h 内 の 小 尤 業 て 1 0 年 机 業 し て か ら 就 股した ， 雇 用 労働 力 は， 男 女 l
人ずつてあ る ． 雇 用 期 間 は，竹物の1番種と収 穫の時期を 中 心に， 年 間 延 べ 2 00
日である，

［ 作 物 の 栽 培 と 販売 〕 せんき ゅ うは球恨を 収 穫するため， その播種と収 穫に

は， ばれい しょ）］］ の プ ラ ン タ ー と ハ ー ヘ ス タ ー が使 用 さ 机る， せんき ゅ うは

10 月 卜 句 か ら II 月 卜 句に収穫される ． この農家では，池］し の 鉄 工所に依頼して，

所有する 山 林の） I I （合 いにせんき ゅ う 専用の洗浄施設を 建設し に こ 九 は，収 穫

した球恨 を タ ン プ ト ラ ソ ク か ら 1降ろせば， 水圧に よ ってりし浄か ら カ ；； ト までで

きる全 自 動 の ）瓶設である．

1先浄されノ ！こせんき ゅ うは， 10 月 下旬から 12月 下 旬にかけて， 専 用 の施設て

乾燥される 北湘道 で他 にせんき ゅ う を栽培している集 落は芽室町にあるが，

位 燥 までの処理をして 出 荷ずるのは こ の集 落 たけで ある． せんき ゅ うの球恨は

1 , 000 袋 （たし＼ ， ］ 袋は 20kg)ほ と‘ 1:l,1 荷するため，il三月 の団前 までが農繁馴となる ，

］ 袋 の 販 売価格は約1 )j 円 であり，種子となる球恨は， 企業から支給されるた

め， せ んき ゅ うは他 の作物 と 比 へて単位 面 積あたりの収 益化［か最も高い作物 と

なる ． せんき ゅ うの 乾燥施設 に ある 自 動計量器は， 世臀主が設 計したものであ

る． また， 乾燥小 屋には， 羊の毛を 紡 く た めの作業場があ り ， ．I且 帯主の 日がそ

の作業に従 事する．

作物の販 売 先は， 薬草以外と観光果樹 園以外はすべて農 協である． J畏業経営
に関して， こ の農家は，税務 署の監査が入った ことを 契機に， 2005 年度から

有限会 社とした叫 また， 今後の経営 方釘について， ｝農業労働力が充実してい

るため， さらに I O haほ ど耕地を 拡大し たいとし ヽ う意 向であった．

［ 農 業機械］ こ の農家が 所有する主な農業機械は， ト ラ ク タ ー ， ポテ ト プ ラ
ン タ ー， ヒー ン プ ラ ン タ ー， ビ ー ト 移植機， 淑テ ト ハ ー ベ ス タ ー， ヒー ン ハ ー

ベ ス タ ー ，ヒー ト ハ ー ベ ス タ ー， シ ョ ベル カ ー ，フ ォ ーク リ フ ト ， ダ ン プ ト ラ ッ

ク で ある． こ れ ら の農 業 機械を 収 納するた めに，格納庫か 3 椋， 倉庫か 3 椋 あ

る ， 小 麦の コ ン バイ ンは， 共同禾1] 用 である 最近購入した マ ；； セイ フ ァ ー カ ソ

ン社 の ト ラ ク タ ーは， 125 男力で約 1,5 00 万 円てあった．

［ 農 業 経 営 の 変 化 ］ この農 家は， 現在では小麦を 最も広い面積で栽培してい

るが， 両 親 の 代には豆類が主な作物であった． 豆類は， 手 亡， 金 時， 小豆， 大
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豆などの複数の 品 目 を 栽培して い た ． 収 穫 俊の豆類は鳩積み にして ， 地 ート し て

1月 間を かけ て 乾燥させたた め ， 高い品質のものを 販 売 でき た ． 胄 時は複数の買
い 取 り 業者か 庭先 まで訪九，現金 を も って 買 い 取 り に き た ． さらに ， 当 11�1の豆

類の栽培は， 現在よりも経費がか からな かったた め， 金が残ったという 印象が

ある と し ヽ う ． 当 時の経営 枡地は 30ha と 現在の 半分以下であったか， そ の後，

圃農した）農家から ；1-J也を ll蒻入して 現在の規校 まで拡大した．

こ の農 家は， 大 正 期 ， III／畠 主の祖父の代に， 川西村 でも 日高山脈に近い奥池

へ人1他した． 当 間は豆類の 売 上 げが好調であり， 内 地（本,J,l· I)に1打を 買ったり

もした 集 落 l)、lで最 初に ト ラ ク タ ーを 導人したのも この農家 である 当 ll�i , 小

麦を 栽培しなかったのは， 収穫した小麦を 約って ｝l兄設するのか重労慟 だったた

めである ．

( 3 ) 畑 作 4 品 目＋ 野菜 ・ 産直

［ 経 営 耕地 ］ こ の農家の耕 則面積は 35.8ha であり，主な栽培作物は， ‘）:Ill作

4 品 目 と野菜煩てある ． 畑 作4 品 目 の 面積は ， 小麦が9 .2 h a , 加 工)1] ばれ いしょ
が6 .6 ha, て んさ し ヽが4 .6 ha, 大 豆か 2 .6 h a, 小 豆が 2 .3 ha , 金 時が I . I ha , 緑肥

作物 か7. 0ha である． 野菜類の面栢は ， 末成熟と う もろ こし ， か ぼ ち ゃ ， ア ス

パ ラ カ ス がそれぞれ 04 h a である 加 工用ばれ いしょの品 種 は，ト ヨ ンロ(3 .5ha) 

と ス ノ ー デ ン (31 ha)てある ． その他に， 緑 肥作物とし て ， ひ まわりと キ カ

ラ シを あわせ て 4 .5h a, えん麦を 2.5h a 栽培し て いる． 所 有 池のな かには， 2

条の川か流れ ている．

［ 農 業 労働 力 ］ 農業労働力は， 世帯主 (47 歳） ， 父 (75 歳） ， 研修生 (4 7 歳） ，

およ び 臨時雇 用 が 1 人である ． 研修 生と 臨 時 雇 用 は春から秋 (4 -11 月）に

かけて 雇 用 する． 子 供は4 人おり，長 男は 2 006年 3 月に短大を 卒業 した ． 彼

は深川市なとで農業実習 生 をし ているが， 2 007 年4 月 からはこの農家（ 自 宅）

で研修を 行 う こと に なった． 現在の世帯主は， 長男 が就農し た 後で，経営 耕：地
を 増やしたいという意 向を 持って いる．

［ 作 物の栽培 と 販売 ］ この農家では， ア ス パ ラ ガ ス ， 豆類 ， 未成熟 と う もろ

こし ， ばれいしょ， カ ボ チ ャ を 産直 で 販 売 し ている． 産直で一 番人気があるの

が ア ス パ ラ ガ スであ る ． その価格は 1 箱 ( 1 .2 kg)あたり 1 ,500 円 ， l 箱 (1.8kg) 
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あ た り 2,200 日 で あ り ， J羞 4'」 は と も に ］ 箱 あ た り I ,470 Iり で あ る ま と ま っ た

礼 文 に は ， ’，I;Il り 1 価格 を 設 定 し て い る ． 昨 年 は 200 戸 の 泊 費者 に 300 箱 ほ ど を 販

先 し に 発 込 に は ， 保冷宅急使や保 袷郵使 を 利 川 す る ． 1古碩 に 並 ふ ま で は 早 く

て 3 日 か か る か ， 翌 1-I に は食 べ ら れ る と い う 新鮮 さ に 性 直 の 人 気 か あ る ．

こ の 農 家 か 屹 直 で 販 元 す る 豆類 は ， 小 旦 ， 金 時 ， 人 豆 ， 黒豆 で あ る ． 各 品 日

と も ）囚本 1ilり に 2 kg の 袋 で 販 売 し て い る が ， 実 際 に は 複 数 の 品 目 を あ わせ て 20

- 1 00 kg 屯位 で販売 す る こ と か 多 い ま た ， 末成熟 と う も ろ こ し の 拉 直 の 場合 ，

販 売 価 格 は 1 箱 (5 kg) あ た り 900 円 で あ り ， 送 料 は ア ス パ ラ ガ ス と 同 じ 保冷

定急使 で 1 箱 あ た り I ,470 I「］ で あ る ．

ばれ い し ょ に つ い て は ， ）Jll J二 ）廿 の 晶 種 た け を 栽培 し て い る ． そ の ほ と ん ど は

協 へ 出 哨 す る が ， 音り は 伯 完 で も 販 売 し て い る ． はれ い し ょ の 且 直 の価格 は

1 箱 ( 1 0 kg) あ た り 1 , 800 円 で あ り ， 2005 年 度 に は 50 箱 ほ ど販 売 し た ． こ の

価 格 は荘 直 を は じ め た と き か ら 変 え て し ヽ な い ． ま た ， カ ボチ ャ の 価 格 は ， 1 箱

( 1 0 kg) あ た り 1 , 600 円 と 1 ,700 円 で あ る 前者は茉 味 と い う 品 種 で あ り ， 後 者

は越冬 品 種 の 伯 爵 で あ る ． 伯 爵 は皮 が 1臼 く ， 主 に 菓 子 の 原 料 に 使 用 さ れ る ． こ

れ ら 保 冷 な し で 発 送 さ れ る 商 品 の 北悔 道 外 へ の 送 料 は ， 商 品 イilli 格 の 約 1 0% で

あ る ．

［ 農 業機械］ こ の 農 家 が 所 有 す る 主 な 農 業磯械 は ， ト ラ ク タ ー が 5 台 ， ポテ

ト プ ラ ン タ ー が 2 台 ， お よ び プ ラ ウ （耕転機） ， ロ ー タ リ ー （ 荒 刈 機） ， ビ ー ン

ハ ー ベ ス タ ー か そ れ ぞれ ］ 台 ずつ あ る ． 所有す る 最 大 の ト ラ ク タ ー は ， 1 20 馬

カ の 外 国 製 （ ジ ョ ン デ ィ ア 社） の も の で あ る ． ビ ー ンハ ー ベ ス タ ー は ， 大 豆 ，

小豆， 金 時 に 使 用 で き る も の で あ る が ， 豆 の 収 穫 作 業 は 近 隣 の 農 家 に 委託 し て

い る

［ 農 業 経営 の 変化］ こ の 農家の 世 幣 主 の 祖父 母 は ， 新 記 県 か ら 入オ直 し た ． 第

二 次凧 界 大 幽以 前 は 60 ha の耕池 を 所 有 し て い た が ， 戦後 の農地解放に よ っ て

平 分 の 面 積 ま で 馘 少 し た ． 1 967 年 頃 ま て は ， 鳴 拓 道 路 か ら 200 111 ほ ど 雌 れ た

場所 に 家屋 が あ っ た ． 現在 の 円尻 は 開 拓道 路 に 面 し た 場 所 に 移 築 さ 九た が ， 現

在 で も 当 Itり の 勘所 に 馬 小屋 で あ っ た 建 物 が 残 さ 且て い る ．

ア ス パ ラ カ ス の 栽培 は ， 1 990 年 に 始 め た ． 2003 年 か ら は ， 6 月 中 旬 か ら 下

句 （＇こ か け て ， ア ス パ ラ ガ ス の 休験収穫 も 実崩す る よ う に な っ た ． こ れ は ， 食 文

殷
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化 に 1月する N PO が企画する も のであり，収 穫と昼 食 の セ ッ ト である． ア ス パ
，， ．， ； ） し 、

ラ ガ ス は，収 穫後に草を 刈り取 ら ない 立 茎 栽培か蒋 入されてから， 収 穫 期 間 が

延 びた
現在の世捌主は， 1 990年に梯 直を は じ め た その契 機は， あ るなif誌 に 農家

の生活を 紹 介したと こ ろ ， 関東地）］や 関 西地方 の 虚者 か ら 産 直の 裳 望があ っ た

こと ， また， 自分が育てた 作物を 消 費者 に 直接屈 けて，消 費者のi応をl1kl き たかっ
た た めであるとい う ．その後， 顧客の 口 づてにより徐 々 に 販 売 先が拡大していっ

た 圧 直を は じ めた 当 初は， 除 草剤の使用を 減 ら したク リ ーン農 業という言 菓

て 消 費 者 に ア ピ ールして い に 現在では家族祈I―li]を 発 行するなどして ， 消 費者

と の交流 に 璽屯を 置く よ う に している

この農 家の世 州 主は， 2004年に夫を 病 気で亡 く した そ れでも 自 分が好 き

では じ めた 産 直はやめなかった． しかし， すべての作物で農此を 減らした 栽J音

は 困 葵iiになった また ， 自 らが大規模な畑作農業を 経営するとなると， 農業機

被の操作に も 苦労した 世 帯 主は 「女性の膜業者 に と って 農梨は神様のような

存在」 で あるとの考 え で あった．

9. 4. 3 大規模畑 作 農 業 の 特色
川西地区の南側 に は， 経営 耕地が 30 haを 超える大規模な畑作／農 家が多く分

布する こ れら の 農 家は，第二次世界大戦以前から豆類を 中心とする大規模な

雌1作経営を 行ってい た ． 戦後，農地解放で耕池か減少 した 農 家 も あったが， 高

度経済成長 期の離農 ブ ー ムのときに， 離農家から耕地を 購入したり， 圃 場を 交

換分合する こと によって， 耕地の規模拡大や集約化を 達成した農家が多かった．

また， 近年では，借地 に よ って耕地の規模を 拡 大する農家もある·
畑作4 品目の労働集約度は，小麦， ばれい し ょ ， 豆類， てんさいの順 に高く

なる こ れ ら 畑作4 品 目の栽培面積は， 農業機械の種類， 市場価格 ， 補助金政

策な どの諸条 件によって変化してき た 近年では，機械化 に よ る農 作業の省力

化が進んだ ことと ， 外 国 製 品 と の価格差を 補う補助金政策により， 小麦の面積

が増 え つ つある 大 規模な畑作農家の経営は， 面積の上では小麦の割合が高く

なるが， 特に耕地面積が4 0haを 超 える規模に な ると， 耕地の 40 - 70% ま で

が小麦と なる． 畑作4 品 目のなかで最も粗放 的に栽培される小麦は，栽培面積
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か広くなる ほと収 益I‘}_［か 凸 く なる作物 で あ る

人 規模な畑作農 象 で は， 大 型 で高額な外 国 製の農業機械を 複 数所 布 し てい
る ． 木州 の隊地 野 菜 産地の 事 例 では， 特 'Jし・ 合業のJ農業機械 か 督 及する傾 向か
あったが ， 1- il分平野 においては， 農家 によって使 用する農業機械の メ ー カ ーは

稔＇＜ 々 で ある ． 附• 広 市術にて1王I I捺農恨具展が 旬 年 間 位 さ れ て V ヽる よ うに， I- 1！券地

カ では国 内 外の企業や代班1店による大 型農業オ幾械の販 売 競 争か激しい． この こ
と が， 新しい農業機械の栂及と， J農業股械の入りリ化 ・ 効率化 を も た ら し たi2 ) .

大 規模な畑 {1-J農業の主 体となっているのが， 人数的 ・ 能力的に充 呉した家族

％働 ）」 で あ る ． 家）j欠労働 力は，2 1廿代揃ってお り ， 比較的若し 、年齢0) 憔 代が経
信の中 心となってし ヽる ． さ らに， 幻 I✓ ヽ Iリにの子 供も また， 将 来的に就農する こ

と を 志 I[ilする者が多 い このよ う に農業従 事者が充実するの は， 大説模）：Ill作に

よる所得か， 他忙業と比餃して高頗 である ことにも一 因かある ． また， 家族の

構成員か， 農 場の歴 史 に 誇 り を 仕っていること， 家族のつなが り を 大切にして
いる ことも璽 要 で ある

煩作 4 ば」 目 を 晶本と し つ つ も ， 農業経賞 が多様化して き たのは， 新し い 物 事

を 取 り 人れると い う 農業従 事者の気質にある． 大 規模股家は， l:ffl 放的に物 事を

考えて， 新しい も のを 取 り 入れよ う とするいわ ゆる道民気質を 持 ち 合 わせ て い

る． 古くは ヨ ーロッパ 市 （兄にも精西した頁屋気質と呼ば汎たが， 現在でも大規

模な畑作農 家では， 而外の企業と直接 取 引 を した り ， 後継者が面外に留学して

語学 を 学 ぶなど， グロー バルな視野を 持 ち 合わせている．

9.5  第 9 章の ま と め

北而道—l/1券地）］は， 全 且 I の 12% に逹する耕地 か 集 中 してお り ， 1□1 本最 大の

食料供給 晶地としての機能を 有する ． ―|ー ）I肪地方には， 経営耕地面積か 30 haを
忍 える大 規模な畑作農家が多数分布し， 炭＼り作 4 品 目 （小麦，はれい し よ ， 辰類，

てん さ い） を 主 に 栽培してし ヽ る． 本章では，十）抄象地方のなか でも幣広市川西地

区を 事例として ，大 規模な月り 作農業が維持 さ れてきた 渓 因を ，農業の発展過程 ，

上地和 用 ，農業経謡な どの諸 要 素に(-l： 目 して解 明した ． 結果の概 要は，以下の

よ う にま と める ことができる．
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( I ) ，什（- 広 叶iにおける作物生罪の エ ネルギ ー 効率は， 1 96 0 年 代 から 1995 年代

まて高位効率のままで11i移 してきた． 栽培作物の品 目 は変化 したが， 高位効 玲＜
と 中位効 率作物 （い も 類， 麦類， 豆煩） の面積か 卓越する こ とから， 高いエネ

ルギ ー 効率が 長期間維持されてきた しか し， 五年では，ながいもや未成熟と

うもろこ し な どの野菜類の面積が増加しており， エ ネルギ ー 匁J >ギは減少する傾

向にある

(2) 帯 広市で栽培されるよl[l 作物は， 時代とともに変化 してきた 大 W期 から

196 0 イ．I-代までは， ．豆 類の面柏 が 卓越し て い に 第 二 次 1且界大 戦以前 は，豆類
は而外 にも大 量に鮪 出 されて V ヽ に 1 970 年 代にはてんさいの 1(1i 禾貫が， 1980 年

代になると小 友と ばれ 1,, ヽ し ょ の面禎 が 増加して， 抄M「の1、9| I I 作4 品 目 の栽培休系

が俯·' 立した l 990年代以降は， 小 麦の面積が増 加 してい る

( 3 ) 現在の大規模な畑作農業か維持される地域的な条件と して， 大 規模な農

地の活用， 最先端で多様な膜業機械の導入， および政策の押1i助を 挙 げる こ とが

でき る 中区画の土地割りは， 5 00m 以上の長 さの畝を 作る ことも 可能 であり，

大型の農業機械による耕作に適してい る ト ラ ク タ ーや コ ンバイ ンなどの農業

機械と付厩部 品 に は 主に外国製 品が使用 されてい る 近年 ， 小麦の 面積がJ曽

加 している理 由 は， 農業機械の大型化に 伴う農作業の省 力 化と， 外国 産の農荘

物との価格差を 埋 める補助 金政策によると ころが大きい·

(4 ) ）:IIl 作 農家が大規模化した契機は， 戦前の豆景気， 高度経済成長 期の開it農

フ ー ム， 近年の｛翡 地にあ る 大 規模な畑 作農象では，質 的 ・ 人数的に家族労働
力が充 実しており， 積極的に新 しい 取り組みを 導入 してきた 大 規模）、:11|作股家

が栽培する作物 は， 耕地 面積と農業機械の導入に伴って変 化 してきたが， 経営

説校が大きくなるほ ど， 省 力的な栽培が可能な小麦の割合が高 く なる

(5 ) 作物生産の 高い エ ネルギ ー 効率が今 後 も 安 定的に継 続するとは限らな

い それは， 変化を 続ける農 業政策や， 裳地野菜など他の作物の経済性な どの

条件 により， 農家が栽培作物を変化する可能性が高いためである ． また， 天候

によっては， 農荏物が著 しい 凶作になる可能性 も あ る これらの点を考慮する

と， 十勝平 野が今後 も 日本の食料供給基地と しての機能を 維持 していくた めに

は， 股産物の適切な価格支援， 経営の大 規模化と低 コ ス ト 化， 農地の流動化を

進めるなと， 国 際的な競争 力を 高 めていく必要があると考えられる，
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注

l )  4バ'i て は ， 1 11 券 文 月 に 含 ま れ る 市 I町 村 を 1 寸榜 地 方 と す る ま た ， 農 林 業セ ン サ ス の 区 分
に 従 っ て ， 経 ‘i虹； 耕 地 面 積 か 30 h a 以 じ の 農 家 を 人 規校牒各 と す る

2 ) '!' 石 (2003a) は ， 絆 ＇戸； 耕地 の 拡 大 か 農 業 経 ＇料 の 費 ） 甘 低 減 と 収 益［化 の 1 ,', 1 Iに り え る 影 秤

を 苫 察 し た ． そ の 紺， 呆 ， 2 5 - 35 ha と し ヽ う 平 均 1
91'

9
) な 規模 で は ， 面積拡 大 に よ る 所 得 J1 WJIl

効 呆 が I O a あ た り 2 5 ,000 I月 で あ る の に 対 し て ， 65 ha 以 1-. 0) 人 規模 経 貨 て は ! O a あ た り

1 0,000 I 月 に 減少 す る こ と が 解 明 さ れ た

3 ) 現地 凋 介 は 2006 'I' 7 月 に 実施 し に そ の 際 ， J:II | ｛午 農家 を は し め と し て ， 、1, i ,1Jム 由 股 筋 {{| i ,

1 11券 文li ， 北洵逍 1)tI 発 ）ふ ） 1 | 四腐 業 協 同 糾 介 で の 間 き 取 り 調 否 ， お よ ひ欺観観察 と 1••- J也

刹 川 調査 を 重 視 し た

4) 柑 広 測 似 IJ『 （ 洵 抜 38 .4 111 ) に よ る と ， j「 ヤ 均 降 水 且 は 920.4 111111 , 年 平 均 気 叶，ー＇［ は 65 ℃ ,  

最 寒 ）） （ 1 月 ） 0) 半 均 気 温は 一 7 . 7℃ , 1位 暖 月 (8 月 ） の 平均 気 温 は 20 0℃ で あ る ( 1 97 1

- 2000 年 の 平 均flll ) · 年 間 目 賠 時 間 は 2,0 1 6 i 1] 1i:J で あ り ， 東 恥 の 1 ,847 I月 間 ， 札幌0) I ,7 7 5  

叶 間 よ り も 長 い 夏 季 に お い て ， 汁韮 斤 部 で は 洵 霧 に よ り 「i 中 の 気 温 が あ ま り I＿ か ら な

し ヽ か ， 内 1喉 部 で は 晶 ri乱 の 日 か 続 く 1 924 （ 人― ．1F 1 3 ) 任 に 幣 広 測 似 所 で 記 録 さ れ た 気 温

37 . 8℃ は ， 北而 道 の 最 仇 気 温 で あ る · |I斧 古 の 初 1] は I I 月 1 6 日 ， 終 1」 が 4 月 2 7 11 で あ り ，

霜 の 初 日 が 1 0 月 4 日 ， 終 1'1 が 5 月 2 1 1 で あ る ． •長 期｛翡 書 は 初 1一 1 か 1 2 月 6 i 一I , 終 II か

4 月 4 1一1 で あ る 秋 季 か ら 初 冬 に か け て は 柏 雪 が 少 な し 、 た め ， 作物 が 地 l汀 康 結 の 被 ＇「り を

受 け る こ と も あ る な お ， 1 902 （ 明 治 3 5 ) 年 1 )］ に 梢 広 測 候 所 で 観 測 さ れ た ー 3 8 . 2℃ と

い う 気湿 は ， 日 本 て 2 番 め に 低 い 記録 て あ る

5 ) 火 山 灰 土 以 外 で は ， そ の 35% が褐色低地 土 な と の 沖瑣 土 で あ り ， 残 り の 5% が 十 JI券） I I 河

口 の 泥炭 土 で あ る

6) こ こ て は ， 1 日 ） 1 | 西村 の 範 囲 を ） I I 西 地 区 と す る 川 西 村 一 恐 は ウ エ カ リ ッ プ （ ア イ ヌ 語 で

笹原 と い う 意 味） と 呼 ばれ た 閥 策 樹 （広菓樹） の原始林 て あ っ た が ， 1 895 （ 明 治 28 ) 年 以 降 ，

滋賀県 富 山 県 ， 三 重 県 か ら の移住者 に よ っ て 開 拓 が 始 ま っ た (J I I 西村役湯 1 956 )

7 ) こ の よ う な 凋 拓道 路 に よ っ て 作 ら れ る 正 方形 の 格 子 状 の 土地割 り は ， 殖民地 区 四 と 呼 は

れ る そ の モ デ ル と な っ た ア メ リ カ 合 衆 国 の タ ウ ン シ ソ プ て は ， 賦 与 地 の 基 準 か 800 111

机1 .:/:7 • 64 ha で あ っ た の に 対 し て ， ク禎民地区画の 中 区 画 は 545 Ill 四 方 ． 3 0 ha で あ っ た ．

8) 竹 物 の 投 人 ・ 1祖 出 エ ネ ル ギ ー 比 の デー タ に つ し ＼ て ， 1 960 年 の 値 に は 1 970 年 の 算 定 値 を

使 'fl: I内 に 適 川 し た ま た ， 1 98 5 年 以 降 の 農 林 業 セ ン サ ス の 北而 道 統 計 祖 に は ， ア ス パ

ラ ガ ス ， か ぼ ち ゃ ， 木 成 熟 と う も ろ こ し ， 小 豆 の 項 目 か あ る . I 985 年 以 降 の 梢 広 市 て

は 未成熟 と う も ろ こ し か 約 450 - 650 ha の 規模 で 栽培 さ れ て き た 未威熟 と う も ろ こ

し の 投人 ・ 1兄 出 エ ネ ル ギ ー 比 0) デ ー タ に は ， 臨地野菜類の 平駒値 を 代 人 す る こ と に し た

そ の 恨 拠 は ， 「 平成 3 年 性 野 菜 生 産 費 」 に は 木成熟 と う も ろ こ し の 項 日 が あ り ， そ れ に

1 990 年 の 農 業 資 材 の エ ネ ル キ ー 集 中 度 を 代入 す る と ， 未成熟 と う も ろ こ し の エ ネ ル キ ー

， 効 率 は ， 厖 地 野 菜 の 平均 と 同 し 0.6 と し ヽ う 結 果 か 得 ら れ た た め で あ る
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9) 2004 り· の 料• I]、 巾 に お け る な が 1r 、 も の 栽培 1f1i紐 は l ,420 ha で あ り ， 北面迅 仝 （本 の 約 70% を

占 め た （ 北 ‘/Iii 道 1- 1榜 文 17 , 2006) I ! I券J｛し カ (}) な が l， ヽ も は 「 1 勝） 1 1 1叫 長 し 、 も J と し ＼ う ブ

ラ ン ド 名 で ， ず に 本州 へ 辿 外 出 伯 さ れ て し． ＼ る ほ か， 1 999 年 か ら は 4り 大 サ イ ズ を 中 心 に ，

台 策 を は し め と す る 柑J.： 外 へ も 愉 ： I: さ れ て し ヽ る ． 入 り！『 ・ 八 谷 (2002) に よ る と ， な が し 、 も

は 4 °1 4 i,I, u) 輪作体系 （ て ん さ いーな か し ヽ も ーは九 し ＼ し ょ ー 小麦） で牧焙 さ れ て い る

I O) 晩成rl以 前i (J) 閏 拓 と し て ， 蝦 夷 の 分 須 文 配 に よ り I- 11券 束 剖這 割 り Ji て ら 汎 た 『i' 悩1 部 の1-

膀1姐 業 ）］ が あ る 1 · 11州附 業 万 て は ， 堀 小 四 郎 を 此任者 と し て 6 )― ―
, 8 人 の I罪I Hi lll を 派逍 し た

1 870  ( I月 沿 3 ) 年 に は 大 麦や 人 麻 を 試験 的 に 牧培 し た り ， ア イ ヌ に 耕 竹 道 具 を貸 し 出

し た り し て ， 農 業 を は し め た が ， イ ナ コ の 襲 束 な ど の 災 ＇rし も あ り ， 1印 禎は附 え な か っ た

1 1 ) 0:怜 広 市 史 編 氣 委 員 会 ( 1 964) に よ る と ， 第 一 次 i ll： 界 人 i成1八 「 青 碗 ，』 か熊 本 1怒． ）じ '3 を ・ （表
つ け て 椙• Jム [|-i 1Ji に 出 る と ， 白 水 柏 — ｛長 の ほ か に 悩 油 の 八 •-I 榊 と イ］ 油 ：こ 闘 人 筍 買 っ て ，

ま た1.Ij り 銭 が た っ ぷ り き た 」 と い う ま た ， イ ギ リ ス で (}) l99i 'ふ 悛 か 多 か っ た J印 山 と し て ，

当 時 の イ ギ リ ス の 鉱 山 で は ， ス ー プ(!) 材料 と し て 1 一1 々 の 食 lれ に 1\ u宛 百 が 供給 さ れ た こ と
に言及 さ れ て い る

1 2) 1 930 年代 のI-•勝地 力 の殷 家 を 題材 に し た 1扱． I III 『 火 山 ／天地』 （ 久 保 ， 1 938 ) に も ， 「 あ れ し ＼ ，

五 除 け の 市 で な し ヽ か ， 変 わ っ た 形 だ ね ， あ り ゃ • . . . あ ん た ， ほ う れ ， ト ラ ク タ ア だ よ ，

も と ヒ ー ト ］口 場 に あ っ た ・ ・ ・ • あ り ゃ ア メ リ カ 製 で す よ 」 と ， ア メ リ カ 合 衆 国 か ら 翰人 さ

れ た 自 走 式 ト ラ ク タ ー の 珍 し さ と ， そ れ が 股 業 以 外 に も 使 用 さ れ る よ う に な っ た こ と が

記 さ れ る ．

1 3 ) 穀物 を 集 出 紺i . !ti蔵す る エ レ ヘ ー タ ー は ， 骰 作 地域 の ラ ン ト マ ー ク て あ る 帯 Iム 市 に あ

る エ レ ヘ ー タ ー の な か で サ プ胞設 は1携が1部 に 立地 し て い る (}) に 対 し て ， メ イ ン施 設 は ，

恨 ＇幸 本線西札直、駅 の 東 に あ る 股 協 の 四梢／上 市業 /Ji に 設 凶 さ れ て い る ． メ イ ン 施 設 の -F な

小友 関連施設 は ， 本 乾 燥施設 (5 棟 で処則能 力 は 1 時 間 あ た り 1 5 5 ト ン ， 予伽 位媒施設 (6
棟 で 収 容 贔 は 7,556 ト ン ） ， ハ ラ 保 管 サ イ ロ (24 )ん で収 容 [（J は 1 1 ,400 ト ン ） で あ る ． こ

九 ら 以 外 で は ， 豆 類 (}) 出 佃 附 蔵 ／翫 (2 棟 て 収 容 能 力 は 5, 1 38 ト ン ） ， ＇也 光 選 別 機 (3 系 列

て処理能 力 は 1 年 あ た り 9,760 ト ン ） ， 小 袋 詰 口「 場 ( I 棟 で処別 能 力 は 1 日 あ た り 57 ,250

袋 ） ， （まれ し ヽ し ょ の低温附蔵 1車 ( 2 棟 て収 容 鼠 は 4, 1 00 卜 ／ ） ， 食 ）月 ばれ し ＼ し ょ 選別 工場 ( I

棟で処理能 力 は 1 日 あ た り 58 ト ン ） な ど の 施 設 が 伊設 さ れ る （ 常 広 市 川 西 農 業 協 同 組合 ，

2006) . 

1 4) 集 団 乾煽紐合 の 加入員 は ， 股 協 の 小 麦部 会 に も 加 入 し て い る そ の 他の 農 協 の 部会 に は ，

ばれい し ょ 部 会 ， 種 子 ばれ い し ょ 部 会 ， 豆類部会 ， 一 般 藷 菜 部 会 ， 長 い も 部 会 ， た い こ
ん 部 会 ， 畜 産 部 会 ， て ん さ い 対策協謡会 が あ る

I 5) 十 勝 地 ）プ て は ， 春先 に は 日 高 山 脈 を 越 え て 吹 く 強 風 が ， フ ェ ー ン 性 の 乾燥 し た 気 候 を 平

野部に も た ら す ． こ の 季節風 は ， かつ て プ ラ ウ を 引 く 淡耕璃 が 利 用 さ れ て い た 時代 に は ，

嗚 毅 を 吹 き 飛 ばす ほ と の 強 い 風 で あ っ た た め ， 馬英風 と 呼 ばれ る
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1 6) 防風 林 の 起 諒 と し て ， ） l | 西 村 役 場 ( I 956) に は 「 昭 和 ， 四 1げ10 )  ヶ 什． に ， 冴 闊牒 業

会 副 会 長 の 化 々 木 文 ）、• 氏 ， 糾 合 の ）iし本金 を 投 し カ ラ マ ツ い を 1 30 ); 本 無 伯 配 布 し ， そ 0)
訊 ふ を 見 て li ， 八 什 と 袖柏 を 11 っ た カ ラ マ ソ の 耕 地 1功凪林 ば1.9・ ＇』 防 1 1 に 益 々 允 よ し 本

心 を 吟 っ て し ＼ る J と 出 さ れ て い る ． :l:1 1 1 竹 の 微 械 化 か 進 ん た こ と や ， 術 の 恨給か 必 裳 な

く な っ た こ と か ら ， I 960 · 70 'I ー代 に ）ぶ し 吼詞l1 0) 防 風林が伐採 さ れ た

1 7 ) ホ ク シ ン は ， l に う と ん 1 付 け の 小 友 扮 と し て 製 粉 さ れ る 品 飩 で あ る 1 · 11分 」也 ）ヵ兄 の 小 人

は ， ｝祐 地 に 、'1 地す る エ レ ヘ ー タ ー て 1:9,L燥処雌 さ 九 た 後 ， Jム ）と 町 1 11分 褐 に 立 J也ず る J此 協 の

Iii蔵施 設 に 翰 送 さ 九 ， そ こ か ら ば ら 積み 貨 物 船 に よ っ て 都府 県 へ ： IHi:［ さ 礼 る ． ：Ii i:：r先 は ，

闇 束 地 力 が 約 50%， 束 ‘tiIJ
・
； ・ り噌札 ・ 近 畿 ）」 而 か 約 30% て あ る （北洵道 1 · 11券 文 1"1 ， 2005 )

1 8 ) i l面道 l1扮 文 ）1 (2005) に よ る と ， 2004 作 に II！券 地 ）j て 牧培 さ 九 に は九 し ヽ し ょ 0) 晶 柿 と

り1)・（ 訊 0) 占り合 は ， 加 1 ) 1！ が 35% , ＇ 「伐 川 が 28% ， 澱粉加 1川 か 26%， 柿［ 川 か 1 1 % て

あ っ た

1 9) げ 頼 0) 壮 焙 ）j 払 に つ し ヽ て ， t且行栽培 を 刈．；積 み 休 系 ， コ ／ バ イ ン 収 稜 を ダ イ レ ク ト 収 穫 ）j

式 と 呼ぶ こ と も あ る

20)  I ナ！券 袢 0) 小 げ は 品 質 が 艮 I; こ と で 知 ら オ1, , i に 和 策f の 製 餡 Jj闊斗 と な る ）文 が 赤 色 の 金

I I•Ii lu1 1 ま 狩 昆 用 と し て ， 1勺 色 の 了 亡 '，} は 白 附 ）fl の 温， 種 で あ る ま た ， 人 豆 0) ）＜ 拉 柿 は 名 豆

な ど の 低 材川 と し て ， 中 拉 種 は 豆 腐 ， 抹 llf: , 牒 油 な ど の ）J I I ]二）IJ と し て j阪 ヽ）し さ れ る な お ，

I •勝地 ）］ に お し ＼ て は ， 小 豆 0） こ と を 「 し ょ う ず 」 と 1 1Fぶ か ， こ れ は 「 あ ず き 」 の 古 し 、 読
み 方 と さ れ る ．

2 1 ) こ の 製 糖 上 場 の 操 業 期 間 は ， 1 0 月 上 旬 か ら 4 月 」土］ が 裁 断 期 ， 1 0 月 中 旬 か ら 6 )j 卜 句

叫青糖期 て あ る て ん さ し 鳴 は 家 肛 用 甘 味 料 の は か， チ ョ コ レ ー ト や ケ ー キ な と の 汀災

子 の 原 料 と し て 販 だ さ れ る ．

22) ホ ー と は ， 明 治期 に 艇家が 人h直 し た 頃 か ら 使 われ絨 け て き た 農機具 で あ る 華州 り ， あ

る い は 除 雄用 熊 手 と も 呼 ばれ る ． か つ て の 豆類 の 収 穫 で は ， 島 立 て • 島禎み し て —1 分 に

覧屎 さ せ た 豆 の 上 を ， 躁耕馬 に ド ン コ ロ （ 直径約 1 m ， 長 さ 約 1 .2 m の 丸太製 0)砕灰 ！コ ー

ラ ー ） を 付 け て 児 の 上 を 何度 も 引 か せ た ． そ の 後 ， 師 と
う よ う に ， 菫 労働 が 続 い た

か け て ， 臥 に 人 れ た と い

23 )  2006 年 0) 、ii,1 ）i、 1|] に お け る 6 月 の 平 均 氣 温 は 平年 よ り 0 . 5℃低 し ヽ 1 4℃ て あ り ， 降 水 鼠 は

叩卜 よ り 65 111 111 多 し ＼ 1 5 1 llllll て あ っ た 1 1 限 1店 間 は 93 .6 1 1午閉 て あ り ， 平 年 0) 63% て あ っ た
, ． ，く 1 , 1 .  9 

24) 柑 J． と は ． 小 入 の 松 心 か ら 穂 首 （徳の 付 け 根 ） ま て の 長 さ て あ り ， 小 麦 の 生 育 状 況 を 示
す指椋 と な る

25)  し 地 ）占盤整仙 に 閉 辿 す る 袖助 事 業 と し て ， 2006 年 II，J 点 で施行 さ れ て い る も の に ， 但 い 千

育成 刈切、1り 地州総 介 1作備 事 業 が あ る そ の :;Ji 業 内 容 は ， 賠 渠 排 水 ， 農 業 Jl] JIl 耕 水 施 設 ， ｝拠

迅 整 仙 ， 1 ／苦 改 艮 で あ り ， 受 益 皿 栢 は 6,474 ha . 総 事 業 貨 は 323 位し 1月 で あ る （ 北汁恥直I• 一

II肪 文 J,11)・「 業 板 興 部 ， 2 006) . ま た ， 1エl 謡 U) 灌 慨排水 市 業 と し て ， iし 内 ） 1 | 第 一 池 I図 9l『 業 と

,,. 

：：l瓦!j'I
.,、,•'9•9 
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i •L 内 川 第 ―地 1区 ’If 災 も ｝i征 り さ れ て し ‘ る ． そ の 小 業 1)、1 容 は ， 首 頭 丁 ・ 用 水 路 ・ 排 水 路 の 建

設 ， 農 道 の 舗 装 ， 農 道 の 補修， 11fi 束 ·t』• 水 ， 」•：壌 改 艮 ， J|戸 の 掘 削 な と で あ り ． 受 益 LL叶翡

は 1 9 , 840 ha , 総 市 業 投 は 699 憶 l'I で あ る （ 北 洵 道1寸1券 支 ）和光 業 似 典 部 ， 2006 ; 北 而 道 1}fl

1t)呑Hi} ）よ 1)i1 1E 姓［i斐 剖I , 2006b) . 

26) · 1勝地）j に お け る 農 地 ( 111 )1 1 | ） の 平 均価格 は ， 1 98 5 年 の I O a あ た り 22 )） l 「P) を 最 高 に 年 々

低ド し ， 2004 1卜 に は I O a あ た り 1 6 )） ！り と な っ た ま た ， I h a あ た り の 小 作 料 は ， 3 ,000

~ 1 6 ,000 円 て あ る （ 北 洵 追 I•II券 支 Ii し益修 ， 2005 ) .

2 7) 北洵道 +11桝 文 ），r 監 修 (2005) に よ る と ， 1-勝 地 力 に お け る 認定 ）災 業 者 は J舒1 )J I l傾 向 に あ り ，

2005 年 3 月 3 1 11 | 「＇1 ，点 て 4 ,2 1 7 人 に 逹 し た そ の う ち 1 97 人 は ， 農 業 4肖： 法 人 で あ る

十 勝 地 ）j に お け る I悶 菜 �l. t（s 社、 人 は ， 2005 年 I JI I II 現 在 で 3 3 6 払： 人 で あ り ， そ の 90%

が イ：［ 限 会 仕 で あ っ た ．

2 8) 巾場 て は ト ヨ ホ マ レ と い う 銘 柄 て 取 り 引 き さ れ て い る

29) J l l i)り地 区 で は ， ご ぼ う は 3 � ま て連 作 さ れ る ．

30 ) 以 廿｛i , 帯 ）ム 市 の 政 策 に よ り 約 1 ,000 本 の サ ク ラ ン ボ か ） 1 | 西 地 1メ の I}赳 家 に 配 布 さ れ た か ，

牧1竹 に 成 功 し た の は こ の 股 象 た け て あ っ た と い う こ の 股 家 の あ る 場 所 は ， 標 麻 か

240 111 と 高 く ， 気 温 は 低 く な る も の の ， 風辿 し か よ し ヽ た め ， 霜 が ほ と ん ど 降 り な し ‘ •

3 1 ) 川 西 地 区 (}) よ う な 大 規 模 な 畑 作 股 家 が 多 く 分 布 す る 地域 で も ， かつ て は 家 計 と 1災場絆‘，訂；

を と ん ふ り 励 応 し て し 、 た ）災 家 か 多 か っ た 現在 で は 市やJ災 協 の 勧 め も あ り ， 4,f 限 会 社 な

ど を 設 立 し て ， 家計 と ！農 業経低 と を 分 け る 股家 が 増 加 し て し ＼ る
32 ) 北而逍 — 1 · 11券 支J'i (2005) に よ る と ， 2004 年11.Ii ，点 の HI分地 方 に お い て ， 50 馬 ）） 以 上 の 大 邸

ト ラ ク タ ー が 全 台 数 に 占 め る ‘,1;11 合 は 76% で あ っ た ． l；；； 家 あ た り に す る と ， 3 台 の ト ラ ク

タ ー を 所 イこi し ， そ の う ち 2 台 か 50 馬 力 以 I一． と な る

文 献
天野位郎 ・ 八 谷 11!:i (2002 ) : -,勝地 域 に お け る ）］ I I 作 方 式 の 展 開 と 野 菜 作 の 機 械 化 J農 業 技 術 ，

57, 3 85 →3 90 

111庫、• ,Ii (2005aJ 『糾• I)._、 ll！ 農 業 版 興 地域幣りiij 計 画 盟』 惜広 巾， ] 3 p

幣J入 fl; (2005b) : 『 料• 広 市農業振 裸地域整備 計画祖基礎資料』 臀 広 市， 2 6p

柑• Jl、 II! （2006) 『梢広市農 業振 興地域整備 計 画 負 料 （農業統計資料編） 』 梢 広 市 ， 84p

幣広 市 川 西J農 業 協 同 糾合 (2006) 『 農 協 要 党』 帯広市川 西農業協同組合， 1 4p

椙: 11、. i|1 議 会 エji務 局 編 (2003) : 『料広 の あ ら ま し 』 帯 広 市議会事務局， 278p

，｝叩幻1] 史 編 纂 委 員 会 編 ( 1 964) : 『 J I I 西 村 史 』 州 広 市役所， 540p

附• J)._、 小 史 編 纂 委 員 会 編 (2003 ) : 『梢広 市 史 平成 1 5 年編』 4i『 広 市 ， l l 89p 

日扮 中 部 地 区 股 業 改 良 執 及 セ ン タ ー 編 (2002) 『作物栽培技術体系 』 帯 広 市 農 業技術セ ン タ ー ，

3 4p 

加 瀬 良 明 ( 1 989) 小 麦 の 収 穫 ・ 乾媒 ヽン ス テ ム の構造分析 ． 日 本 の股 業 ， 1 72 , 1 - 1 1 2  

'I 



2 7 4  第 9 章 小麦 ・ 豆類 ・ ばれい し ょ ・ て ん さ い

) I l  I柑 村役場 ( I 956 ) : 『) 1 1 1担村要 'ti』 ) 1 1 1！り4!役場 24p

河 内郡） 1 | 西村 ( 1 93 3 ) : 『 ） 1 1 西村紆 済 史 牛 ，1| 画 ，・1}』 i’ '［ 西 郡 ） 1 1 ,｝り 1':J . 1 44p 

久保 榮 ( 1 93 8 ) 『 火 山 ｝火 地』 新潮礼， 348p

定本 11
―
． 芳 • 平 ）卜松 午 ( 1 99 1 ) I • 勝 平 野 の 竹 辿 畑 作 農 業 般 教 育 部論苑， 3 , 1 3 -3 1  

‘I.91 ‘学 (2003 a) 機械 校 か ら み た 畑 竹経 就 に お け る 規模拡 大 の 経 済tJJ- I II券 地域 を 対 釦 に 一 ，

農 業経 滋研代， 4 1 ( 2), 80-8 5 .  

平 イi ''/: ( 2003b) |•)勝 地 域 に お け る 人 ・ 模 畑 作 舒 ‘
9:，f， の 機械 創Il , )札 収 水 叩 か ら み た 経 済Fl:

股 業 綺 ’料； 辿 信 ， 2 1 2 , 1 4 - 1 7 

北 洵 道 1開 発 ）け） ヽlii lム 1}甘 発 建 設 祁 (2006a) 『 | ’ /1券 農 業 の あ ら ま し 』 北 而 逆 I}t•I 発 ），,j ',ti} ）ム 開 発 建 設 部，

1 5p 

北湘道 1)t•I 発 I、9j ,Il,' 広 淵 発 建 設 部 (2006b) 『 ／災 業 4心業概疫』 北洵：道 1)t•1 発 局 似 広 I附 発 建 設 部 ， 2p
北 洵道 1}t，1 発 ）「］ 開 発 監 Jll! 部 開 発 調 杏 諜 (2005) : 『2005 北 洵 追 農 業 に Wl す る 賓 料』 北 術 道 1)什 発 扁

間 発 附；，j111部 1開 発 調杏課， 258p

北洵道 Ill券支 ）0) ' ( 2006) 『 と がら 2006』 北湘道 ・ト II券 文）『， 3 5p
北廂道 1勝文 1か監修 (2005) 『2005 I•·II分 の I農 業 』 十 勝農 業 協 同 糾 合 連 含 会 ， l l 6p 

北•if輯Ill外支 ）加狙 業 捩興部 (2006 ) : 『卜勝文庁管 内 J災業農村幣侃i ili業概 嬰』 北訊近Ill 券 支 ）iir（e 

業 板 興 部 ， 2 p

北而道農政部 (2007a) : 『 北海道農業 ・ 農村の概要』 北洵道農政部， 2p

北 洵直股 政部 (20076) 『北湘道1農業 ・ 農村の現状 と 課遁』 北 涌道農政部， 3 0p

占 111 1旦 光 (2009) 北而道 大 規模畑作地帯 に お け る 社会 関 係 か ら み た J農地移 励 プ ロ セ ス 地理 学
計1打！命 ， 82, 402-42 1

規


	EFARJ_2-9-237
	EFARJ_2-9-238
	EFARJ_2-9-239
	EFARJ_2-9-240
	EFARJ_2-9-241
	EFARJ_2-9-242
	EFARJ_2-9-243
	EFARJ_2-9-244
	EFARJ_2-9-245
	EFARJ_2-9-246
	EFARJ_2-9-247
	EFARJ_2-9-248
	EFARJ_2-9-249
	EFARJ_2-9-250
	EFARJ_2-9-251
	EFARJ_2-9-252
	EFARJ_2-9-253
	EFARJ_2-9-254
	EFARJ_2-9-255
	EFARJ_2-9-256
	EFARJ_2-9-257
	EFARJ_2-9-258
	EFARJ_2-9-259
	EFARJ_2-9-260
	EFARJ_2-9-261
	EFARJ_2-9-262
	EFARJ_2-9-263
	EFARJ_2-9-264
	EFARJ_2-9-265
	EFARJ_2-9-266
	EFARJ_2-9-267
	EFARJ_2-9-268
	EFARJ_2-9-269
	EFARJ_2-9-270
	EFARJ_2-9-271
	EFARJ_2-9-272
	EFARJ_2-9-273
	EFARJ_2-9-274

